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　１月臨時市議会では、執行部から「平成２０年度出雲市一般会計第６回補正予算」と「出雲市商品券発行条
例」の２件の議案が提出されました。
　補正予算のうち、市内の指定店でのみ利用できる特典付きの商品券を発行する「出雲市商品券発行事業」
については、景気の低迷による個人消費の冷え込みを打開し、地域商工業の振興と活性化を図ることを目的に、
国の制度を活用し、市が積極的に対応していくべきであると判断し、商品券が利用できる指定店の負担金を０
円、国庫支出金を１，６５０万円増額修正して可決しました。
　併せて、「出雲市商品券発行条例」についても、指定店から負担金を徴収しないことに修正して可決しました。

第5回平成20年度 出雲市議会（臨時会）会期日程出雲市議会（臨時会）会期日程出雲市議会（臨時会）会期日程
会期1日間平成21年（2009）1月23日㈮

出雲市商品券発行事業　予算・条例を修正可決雲市商品券発行事業　予算・条例を修正可決出雲市商品券発行事業　予算・条例を修正可決出雲市商品券発行事業　予算・条例を修正可決出雲市商品券発行事業　予算・条例を修正可決出雲市商品券発行事業　予算・条例を修正可決
1月臨時市議会　報告

平成２１年度出雲市一般会計予算など86議案を可決
一般会計　第二次緊急総合対策費　６億３，６００万円の増額

緊急総合対策の概要（平成２０年度出雲市一般会計第6回補正予算）
本会議（開会、議案上程、説明、質疑、委員会付託、委員長報告、討論、採決、閉会）総務委員会、文教厚生委員会、環境経済委員会、建設水道委員会

合計　６億３，６００万円

定住推進事業（住宅リフォーム助成） １，０００万円

出雲市議会（定例会）会期日程

（対　　象）市民が、市内施工業者を利用して、住宅を改修す
る際に必要な工事費50万円以上の住宅リフォーム
工事

（対象住宅）自ら所有し、居住している市内の持ち家
（助成金額）工事費の10分の1（上限10万円）
●問い合わせ先　定住支援センター　☎21-6629

緊急雇用奨励金交付事業 １，０００万円
（対　　象）解雇などにより離職を余儀なくされた方を、ジョブ・ス

テーション出雲またはハローワーク出雲の紹介によ
り、常用雇用労働者として雇い入れた事業所

（対象労働者の雇い入れ日）平成２１年１月２３日から３月３１日まで
（奨励金額）常用一般労働者２０万円、常用パート労働者１０万円
※平成21年3月31日で受付終了
●問い合わせ先　ジョブ・ステーション出雲　☎24-7620

松くい虫対策事業 １５０万６千円
（業務内容）松くい虫対策　特別伐倒駆除施業地における過年

度処理木の搬出作業など
（雇用期間）平成２１年２月～３月のうち３０日間程度
（雇用人員）150人役（5人×30日間）、30人役（1人×30日間）
●問い合わせ先　農林政策課　☎21-6996

中小企業融資資金貸付事業 ２，５００万円
　市内の中小企業者などが、島根県の制度融資資金繰り円滑
化支援緊急資金を利用する際に支払う信用保証料の一部を補
助する。
（補助率）信用保証料の１年目および２年目の２分の１（上限１０

万円）
●問い合わせ先　商工振興課　☎21-6572

出雲市商品券発行事業 ５億６，７００万円
（発行枚数）５万組(1,000円券11枚、1組につき1,000円の割増し付き)
（発売単価）10,000円　　（有効期限）平成21年6月30日㈫
※出雲市縁結び商品券は完売しました。
●問い合わせ先　商工振興課　☎21-6572

除雪対策費 １，３００万円
（事業内容）倒木処理業務、倒木に伴う道路修繕工事
●問い合わせ先　道路河川維持課　☎21-6098

ティーム・ティーチングによる学習力パワーアップ事業 ９４９万４千円
（事業内容）児童数や学校の実態に応じて、市内28校に学習支

援者を派遣する事業
●問い合わせ先　学校教育課　☎21-6196

議 会 の 動 き

いずも市議会だより　16 号 2



いずも市議会だより　16 号3

出雲市議会（臨時会）会期日程

出雲市商品券発行事業　予算・条例を修正可決平成２１年度出雲市一般会計予算など86議案を可決成２１年度出雲市一般会計予算など86議案を可平成２１年度出雲市一般会計予算など86議案を可決平成２１年度出雲市一般会計予算など86議案を可決平成２１年度出雲市一般会計予算など86議案を可決平成２１年度出雲市一般会計予算など86議案を可決
3月定例市議会　報告

　３月定例市議会では、執行部から86件の議案が提案されました。その内容は、「平成
２１年度（2009）出雲市一般会計予算」などの予算案件３４件、「出雲市レジ袋削減の
推進に関する条例」、「出雲市介護保険条例の一部改正」などの条例案件２７件、多
伎文化伝習館や平田体育館などの「公の施設の指定管理者の指定について」「出雲
市新庁舎建築工事の工事請負変更契約の締結について」などの案件２５件が提案さ
れ、すべての議案が原案のとおり可決しました。
　このうち、「平成２０年度（2008）出雲市一般会計第７回補正予算」に計上された、
定額給付金給付事業や豪雪災害復旧対策事業などは、迅速に取り組む必要があるこ
とから、初日に採決を行いました。
　また、最終日には、「平成２１年度（2009）出雲市一般会計予算第１回補正予算」と
して、出雲阿國座（仮称）整備事業に関する予算１２億2，750万円を減額する予算案
が提案され、予算特別委員会において審査を行い、原案のとおり可決しました。
　議員提出議案としては、「公的保育制度の堅持・拡充と子育て支援予算の増額を求
める意見書」を提出し、原案のとおり可決しました。

平成21年度予算 一般会計６２７億７千万円、特別会計３９７億７千万円

第6回平成20年度 出雲市議会（定例会）会期日程出雲市議会（定例会）会期日程出雲市議会（定例会）会期日程
開 会 平成21年（2009）2月23日㈪ 閉 会 会期19日間平成21年（2009）3月13日㈮

2月23日（月）
　　

25日（水）
26日（木）
27日（金）

 
3月  3日（火）

4日（水）
　

5日（木）

本会議
（開会、議案上程・説明）
本会議（一般質問・１日目）
本会議（一般質問・２日目）
本会議（一般質問・３日目、
議案質疑、委員会付託）
予算特別委員会（総括質疑）
総務委員会・
予算特別委員会総務分科会
文教厚生委員会・
予算特別委員会文教厚生分科会

6日（金）
　

9日（月）
　

10日（火）
11日（水）

　
13日（金）

環境経済委員会・
予算特別委員会環境経済分科会
建設水道委員会・
予算特別委員会建設水道分科会
庁舎建設特別委員会
予算特別委員会
（分科会長報告、質疑、採決）
本会議（議案上程・説明、委員長報告、
討論、採決、閉会）、予算特別委員会

議 会 の 動 き



●下水道整備事業（農業・漁業集落排水事業）

●乳幼児医療費助成事業
●児童クラブ事業
●私立認可保育所運営費負担金

●学校事務支援センター運営費《新規》

●小学校・中学校施設整備事業

●幼稚園施設整備事業
●学校給食センター再編整備事業

●コミュニティセンター施設整備費

●感染症対策事業
●福祉医療費助成
●出雲市健康福祉拠点施設（仮称）整備事業

...........................................２１億２，１００万円
........２億７，５５０万円

......................２億１，５４０万円

...........................................３６億９，０３０万円

....................................................１，５９４万円

..............................................３億５，９９０万円
...............３億２９０万円

.................................................１億１３０万円

..............................................２億５，７８０万円
...................１億９，４３６万円
...................３億７，６００万円

..............................................１億７，８４０万円

●松くい虫対策事業
●十六島風車公園（仮称）整備事業《新規》

●緊急雇用創出事業《新規》
●博物館建設事業
●出雲弥生の森整備活用事業

●観光入り込み客数実態調査事業《新規》

●新庁舎整備事業
●街路事業
●幹線道路事業
●都市公園整備事業
●バス交通事業
●一畑電車活性化事業
●トキ分散飼育センター（仮称）整備事業《新規》

●消防庁舎等整備事業
●下水道整備事業（公共下水道事業）

.................１億９,０００万円

.......................................................８００万円
...１億６,５７０万円

...................２億９,８９０万円

..............................................１億４,９７５万円

....................................................１，２５０万円
.................１５億４,５００万円

............................１０億６,６２０万円
.......................９億９,０４０万円

...............２億４,４００万円
........................２億４,１６６万円

............１億２,２３５万円

....................................................３,０００万円
..........................３億円

...........................................７１億２，２００万円

●定額給付金給付事業
●子育て応援特別手当支給事業

●農業災害復旧対策事業
●松くい虫対策事業

......２３億７，８００万円

.................................................８，５００万円
...........３，０００万円

.....................８，０００万円

平成２１年度当初予算の主要事業平成２１年度当初予算の主要事業平成２１年度当初予算の主要事業平成２１年度当初予算の主要事業

平成20年度
一般会計第７回補正予算の概要

平成20年度
一般会計第７回補正予算の概要

平成20年度
一般会計第７回補正予算の概要

平成20年度
一般会計第７回補正予算の概要

●地域振興基金積立
●地域活性化・生活対策臨時交付金事業

●「日本の心のふるさと出雲」応援基金積立
　《新規》
●一畑電車活性化事業
●職員退職手当
●市債繰上償還

.............４億３，８００万円

...........................................２億４，０００万円

.....................................１，６１０万円
...............２，６００万円

.....................１億８，４００万円
...................................２億円

平成20年度
一般会計第８回補正予算の概要

平成20年度
一般会計第８回補正予算の概要

平成20年度
一般会計第８回補正予算の概要

平成20年度
一般会計第８回補正予算の概要

※主な事業や新規事業について掲載しています。

予 算 の 概 要
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平成２１年度当初予算の主要事業平成２１年度当初予算の主要事業

平成20年度
一般会計第７回補正予算の概要

平成20年度
一般会計第７回補正予算の概要

平成20年度
一般会計第８回補正予算の概要

平成20年度
一般会計第８回補正予算の概要
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委 員 会 報 告

　

今
年
一
月
の
降
雪
に
よ

り
、
出
雲
市
南
部
地
域
に

お
い
て
冠
雪
に
よ
る
農
産

物
の
被
害
や
、
農
業
用
施

設
の
倒
壊
な
ど
が
多
発
し

ま
し
た
。
提
出
さ
れ
た
陳

情
は
、
被
災
地
に
お
け
る

農
業
生
産
基
盤
お
よ
び
生

活
基
盤
の
早
期
回
復
と
、

農
家
の
生
産
意
欲
回
復
の

た
め
、
復
興
支
援
対
策
を

求
め
る
も
の
で
す
。

　

被
災
農
家
の
物
理
的
・

精
神
的
負
担
が
非
常
に
大

き
く
、
早
期
に
建
て
直
し

を
図
ら
な
け
れ
ば
、
今

後
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加

な
ど
も
懸
念
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
緊
急
な
支
援
を
求

め
る
も
の
で
す
。
内
容
審

査
の
結
果
、
採
択
と
し
ま

し
た
。

　

補
正
予
算
と
し
て
は

「
農
業
災
害
復
旧
対
策
事

業
」
に
三
千
万
円
。「
雪

害
対
策
資
金
利
子
補
給
」

環
境
経
済
委
員
会

豪
雪
災
害
に
係
る

緊
急
支
援
措
置
に
関
す
る
陳
情
を
採
択

　
「
平
成
二
十
年
度
一
般

会
計
第
七
回
補
正
予
算
」

「
平
成
二
十
年
度
一
般
会

計
第
八
回
補
正
予
算
」
を

　

今
議
会
に
提
出
さ
れ
、

本
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
「
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
廃
止
法
案
の
衆
議
院

で
の
審
議
入
り
を
求
め
る

意
見
書
採
択
を
求
め
る
請

願
」
は
、
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
は
、
根
拠
の
な

い
七
十
五
歳
以
上
で
の
年

齢
区
分
や
あ
ら
ゆ
る
場

面
で
の
差
別
医
療
、
保
険

料
の
年
金
天
引
き
や
引
き

上
げ
、
保
険
料
滞
納
者
へ

の
資
格
証
明
書
の
発
行
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
が

あ
る
と
し
、
制
度
を
廃
止

す
る
法
案
が
衆
議
院
で
審

議
入
り
す
る
よ
う
意
見
書

の
提
出
を
求
め
る
も
の
で

す
。

　

各
委
員
か
ら
は
「
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
は
始
ま

っ
た
ば
か
り
、
動
き
出
し

た
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
か
ら

い
ろ
い
ろ
修
正
さ
れ
る
と

思
う
。
こ
う
い
う
制
度
を

廃
止
す
る
よ
う
な
意
見
書

は
、
出
す
べ
き
で
は
な
い

し
、
制
度
の
悪
い
と
こ
ろ

は
修
正
し
て
実
施
す
る
べ

き
」、「
少
な
く
と
も
国
会

で
審
議
す
べ
き
も
の
で
あ

り
、
制
度
は
廃
止
す
べ
き

と
思
う
」、「
七
十
五
歳
以

上
を
も
っ
て
区
分
す
る
制

度
で
、
戦
中
戦
後
日
本
の

た
め
に
一
生
懸
命
働
い
て

き
た
方
を
区
別
す
る
や
り

か
た
。
廃
止
し
て
新
し
く

見
直
す
べ
き
」、「
差
別
医

療
と
は
思
わ
な
い
し
、
制

度
は
動
き
出
し
た
と
こ

ろ
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

結
果
、「
不
採
択
す
べ

き
も
の
」
と
の
意
見
が
委

員
の
多
数
で
あ
り
、
本
請

願
は
、
不
採
択
と
し
ま
し

た
。

総
務
委
員
会

映
画「
Ｂ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｎ
」へ
支
援

文
教
厚
生
委
員
会

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

多
様
な
意
見

は
じ
め
、
議
案
十
五
件
、

継
続
審
査
中
の
も
の
を
含

め
た
陳
情
五
件
に
つ
い
て

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

第
七
回
補
正
予
算
に

は
、
定
額
給
付
金
給
付
事

業
二
十
三
億
七
千
八
百
万

円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま

す
。給
付
申
請
手
続
き
が
、

過
度
な
負
担
と
な
ら
な
い

よ
う
、
高
齢
者
や
身
体
の

不
自
由
な
方
な
ど
特
に
配

慮
さ
れ
る
こ
と
を
求
め
、

可
決
す
べ
き
も
の
と
し
ま

し
た
。

　

第
八
回
補
正
予
算
に

は
、
一
畑
電
車
活
性
化
事

業
と
し
て
、
二
千
六
百
万

円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
出
雲
市
出

身
の
錦
織
良
成
監
督
が
撮

影
を
進
め
る
映
画
「
Ｂ
Ａ

Ｔ
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｎ
」
製
作
実
行

委
員
会
に
支
援
を
行
う
も

の
で
す
。
こ
の
映
画
は
、

一
畑
電
車
を
物
語
の
中
心

に
据
え
た
作
品
で
、
出
雲

市
の
Ｐ
Ｒ
や
、
一
畑
電
車

の
利
用
促
進
な
ど
が
期
待

で
き
ま
す
。委
員
か
ら
は
、

映
画
の
内
容
、
期
待
さ
れ

る
効
果
、
助
成
の
理
由
な

ど
に
つ
い
て
質
問
が
出
さ

れ
ま
し
た
。審
査
の
結
果
、

可
決
す
べ
き
も
の
と
し
ま

し
た
。

「BATADEN」製作発表記者会見
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出
雲
市
は
、「
神
話
の

夢
舞
台　

出
雲
」
の
シ
ン

ボ
ル
空
間
で
あ
る
、
大
社

門
前
町
の
回
遊
性
を
高
め

て
い
く
拠
点
と
し
て
、
出

雲
大
社
の
表
参
道
で
あ
る

神
門
通
り
に
観
光
客
を
誘

引
し
、
賑
わ
い
を
創
出
す

る
出
雲
市
神
門
通
り
交
通

広
場
を
整
備
し
て
き
ま
し

た
。

　

こ
の
完
成
が
三
月
末
に

予
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

交
通
広
場
の
設
置
お
よ
び

管
理
の
た
め
に
、
条
例
を

制
定
す
る
も
の
で
す
。
三

月
二
十
八
日
に
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
式
典
が
行
わ
れ
、
同

日
が
こ
の
条
例
の
施
行
期

日
と
な
り
ま
す
。

神門通り交通広場

建
設
水
道
委
員
会

神
門
通
り
交
通
広
場
の
設
置
お
よ
び

管
理
に
関
す
る
条
例
を
可
決

　

こ
の
交
通
広
場
は
、
観

光
バ
ス
乗
降
場
所
三
カ

所
、
タ
ク
シ
ー
乗
降
場
所

二
カ
所
、
タ
ク
シ
ー
プ
ー

ル
六
台
分
、
公
衆
ト
イ
レ

一
カ
所
か
ら
な
る
交
通
広

場
三
千
百
七
十
四
平
方
メ

ー
ト
ル
と
、
普
通
車
約

百
台
の
駐
車
場
と
し
て

も
利
用
可
能
な
イ
ベ
ン

ト
広
場
三
千
三
百
九
十

平
方
メ
ー
ト
ル
か
ら
な

っ
て
い
ま
す
。
事
業
費
は

六
億
四
千
九
百
万
円
が
見

込
ま
れ
て
お
り
、
ま
ち
づ

く
り
交
付
金
、
合
併
特
例

債
な
ど
が
財
源
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

審
査
の
結
果
、
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

と
し
て
三
百
万
円
の
債
務

負
担
行
為
が
新
た
に
設
定

さ
れ
、内
容
審
査
の
結
果
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

雪の重みで倒壊したビニールハウス（佐田町）

工
事
費
を
追
加
す
る
た
め
の

契
約
変
更
契
約
を
可
決

庁
舎
建
設
特
別
委
員
会

特
別
委
員
会
報
告

付
託
案
件
に
対
す
る

　

審
査
の
付
託
を
受
け
た

単
行
議
決
案
二
件
に
つ
い

て
、審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
も
新
庁
舎
建
設

工
事
に
係
る
工
事
請
負
契

約
に
つ
い
て
、
設
計
変
更

に
伴
い
変
更
契
約
を
締

結
す
る
も
の
で
す
。
一

件
は
、
土
工
事
に
お
い
て

想
定
以
上
の
湧
水
が
発
生

し
た
た
め
の
対
策
費
、
地

盤
改
良
整
備
工
事
費
の
追

加
と
、
土
ぼ
こ
り
の
防

止
対
策
、
発
生
残
土
処

分
の
追
加
な
ど
に
よ
る
、

二
億
四
百
十
二
万
二
千
百市民をむかえる新庁舎1階ロビー
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円
の
増
額
変
更
で
す
。

　

ま
た
も
う
一
件
は
、
電

気
設
備
工
事
に
つ
い
て
、

議
場
の
「
電
子
投
票
シ
ス

テ
ム
」
の
追
加
、
無
停

電
電
源
装
置
用
の
幹
線
、

通
信
ケ
ー
ブ
ル
屋
外
配

管
の
追
加
な
ど
に
よ
り
、

二
千
四
百
五
万
八
千
六
百

五
十
円
の
増
額
変
更
で

す
。
審
査
の
結
果
、
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し

た
。　

　

出
雲
市
議
会
と
し
て
、

初
め
て
、
議
員
全
員
に
よ

る
予
算
特
別
委
員
会
を
設

置
し
て
平
成
二
十
一
年
度

予
算
を
審
査
し
ま
し
た
。

　

三
月
三
日
に
は
各
会
派

か
ら
執
行
部
に
対
し
て
、

主
要
事
業
お
よ
び
予
算
全

体
に
対
す
る
総
括
質
疑
を

行
い
、
十
一
日
と
十
三
日

に
は
各
分
科
会
長
報
告
を

受
け
、
採
決
を
行
い
ま
し

た
。

　

分
科
会
で
は
、
各
予
算

に
対
し
、
多
岐
に
わ
た
る

質
疑
や
、
意
見
、
要
望
な

ど
が
述
べ
ら
れ
、
詳
細
に

審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
出
雲
阿

國
座
（
仮
称
）
整
備
事
業

に
関
す
る
平
成
二
十
一
年

度
予
算
の
取
り
扱
い
や
、

ト
キ
分
散
飼
育
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）
整
備
事
業
な
ど

が
、
主
に
議
論
と
な
り
ま

し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
一
般
会

計
予
算
ほ
か
二
十
議
案
に

つ
い
て
可
決
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
初
め
て
の
予

算
特
別
委
員
と
い
う
こ
と

で
、
議
員
の
中
に
戸
惑
い

も
あ
り
ま
し
た
が
、
全
議

員
が
す
べ
て
の
予
算
の
審

査
に
携
わ
る
こ
と
が
で

き
、
今
ま
で
以
上
に
内
容

の
あ
る
審
査
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
今
回
の
反
省

点
を
踏
ま
え
、
よ
り
良
い

審
査
が
行
え
る
よ
う
、
さ

ら
に
改
善
し
て
い
き
ま
す
。

出
雲
市
議
会
初

予
算
特
別
委
員
会
で
審
査予

算
特
別
委
員
会

　

斐
伊
川
・
神
戸
川
治
水

事
業
は
、
上
流
部
の
ダ
ム

建
設
、
中
流
部
の
斐
伊
川

放
水
路
建
設
、
下
流
部
の

大
橋
川
改
修
の
三
事
業
が

そ
ろ
っ
て
は
じ
め
て
治
水

事
業
が
完
成
し
ま
す
。

　

斐
伊
川
放
水
路
事
業
は

ほ
ぼ
計
画
通
り
に
進
ん
で

お
り
、
新
堤
防
の
工
事
が

約
八
割
、
掘
削
工
事
は
約

五
割
が
完
成
し
て
い
ま

斐
伊
川
放
水
路
事
業

平
成
二
十
年
代
前
半
の
完
成
を
め
ざ
し
て

斐
伊
川・神
戸
川
治
水
対
策
特
別
委
員
会

す
。
い
よ
い
よ
放
水
路
の

中
核
を
な
す
重
要
な
施
設

で
あ
る
斐
伊
川
か
ら
放
水

路
へ
の
分
流
堰
（
せ
き
）

工
事
が
着
手
さ
れ
ま
す
。

　

昭
和
五
十
八
年
度
か

ら
着
手
さ
れ
た
事
業
は
、

四
百
三
十
七
戸
の
家
屋
移

転
と
、
約
三
百
二
十
二
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
用
地
提
供
を

受
け
、
い
よ
い
よ
最
終
段

階
へ
と
進
ち
ょ
く
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
今
後
の
課

題
と
し
て

①
神
戸
川
高
水
敷
の
利
活

用②
神
戸
川
上
流
部
の
抜
本

的
改
修

③
グ
リ
ー
ン
ス
テ
ッ
プ
事

業
・
河
川
防
災
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
の
建
設

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

本
特
別
委
員
会
は
、
引
き

続
き
こ
の
課
題
に
真
剣
に

取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

計画どおりに進む斐伊川放水路事業
（写真提供：国土交通省 中国地方整備局 出雲河川事務所）

地
域
住
民
の
た
め
の

公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

交
通
対
策
特
別
委
員
会

　

本
委
員
会
で
は
、
一
畑

電
車
の
支
援
策
、
バ
ス

交
通
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に

つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し

た
。

　

一
畑
電
車
は
、
地
域
住

民
に
と
っ
て
か
け
が
え
の

な
い
公
共
交
通
機
関
で
あ

り
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減
な
ど
環

境
保
全
の
面
か
ら
も
一
層

の
利
用
促
進
を
図
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
朝
ド
ラ
「
だ
ん

だ
ん
」
や
、
映
画
「
Ｂ
Ａ

Ｔ
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｎ
」
な
ど
の
効

果
に
よ
る
、
観
光
客
の
利

用
客
増
に
も
期
待
が
か
か

り
ま
す
。

　

今
後
は
、
新
駅
設
置
や

パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド
用
の
駐

車
場
の
整
備
な
ど
、
将
来

に
わ
た
っ
て
定
期
利
用
客

を
増
や
す
た
め
の
取
り
組

み
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　

バ
ス
交
通
シ
ス
テ
ム

は
、
平
成
十
八
年
三
月
に

出
雲
市
公
共
交
通
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
検
討
委
員

会
か
ら
答
申
が
な
さ
れ
て

以
来
、
利
便
性
向
上
策
と
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し
て
、
乗
り
換
え
時
間
の

短
縮
や
市
内
循
環
線
へ
の

低
床
バ
ス
の
導
入
、ま
た
、

輻
輳
路
線
や
利
用
客
が
極

端
に
少
な
い
路
線
の
改
廃

や
補
助
金
見
直
し
な
ど
の

対
応
が
な
さ
れ
て
き
ま
し

た
。

　

今
後
の
過
疎
化
や
、
少

子
高
齢
社
会
に
対
応
す
る

上
で
も
、
公
共
交
通
機
関

の
代
替
措
置
を
含
め
た
抜

本
的
な
交
通
シ
ス
テ
ム
の

構
築
が
必
要
で
す
。

観光客の利用が増えた一畑電車

　

出
雲
阿
國
座
（
仮
称
）

整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、

環
境
経
済
常
任
委
員
会

と
観
光
・
産
業
振
興
特
別

委
員
会
と
の
合
同
協
議
会

で
集
中
的
に
議
論
し
ま
し

出
雲
阿
國
座（
仮
称
）整
備
事
業
に
つい
て

観
光・産
業
振
興
特
別
委
員
会

　

新
市
の
最
重
要
課
題
の

一
つ
で
あ
り
ま
し
た
市
役

所
本
庁
舎
の
建
設
に
つ
い

て
の
調
査
を
目
的
に
、
平

成
十
七
年
六
月
議
会
に
お

い
て
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
平
成
十
九
年
五

月
臨
時
議
会
に
お
い
て

十
六
名
の
委
員
で
再
編
成

し
、
以
来
、
四
十
回
に
わ

た
り
委
員
会
を
開
催
し
、

精
力
的
に
庁
舎
建
設
に
係

る
調
査
、
検
討
を
先
進
地

の
視
察
も
含
め
実
施
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
審
査
を
付
託
さ

れ
た
予
算
案
や
契
約
締
結

議
案
な
ど
の
審
査
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

に
平
成
十
八
年
三
月
お
よ

び
十
九
年
三
月
に
、
そ
れ

ま
で
の
中
間
報
告
を
行
っ

庁
舎
建
設
特
別
委
員
会
最
終
報
告

庁
舎
建
設
特
別
委
員
会

て
い
ま
す
。
平
成
十
九
年

度
は
、
建
設
工
事
着
手
の

年
で
あ
り
、
基
本
設
計
並

び
に
実
施
設
計
に
つ
い

て
、
平
成
二
十
年
度
は
、

工
事
の
進
ち
ょ
く
状
況
に

あ
わ
せ
執
行
部
か
ら
の
説

明
を
聴
取
し
な
が
ら
、
予

算
案
の
審
議
、
備
品
の
取

得
な
ど
の
議
案
の
審
査
、

ま
た
、
庁
舎
周
辺
に
整
備

さ
れ
る
中
央
広
場
の
計
画

に
つ
い
て
調
査
、
検
討
し

て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
経
過
を
た
ど

り
、
着
工
以
来
一
年
二
カ

月
の
工
期
を
経
て
、
本
年

一
月
に
無
事
完
成
し
、
去

る
二
月
二
十
一
日
に
は
多

数
の
来
賓
、
市
民
の
方
々

の
ご
出
席
を
い
た
だ
く
中

で
竣
工
式
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
総
事
業
費
約

九
十
億
円
（
主
な
財
源
：

合
併
特
例
債
約
七
十
一
億

円
、
庁
舎
整
備
基
金
約

十
七
億
円
。
合
併
特
例
債

の
う
ち
七
割
は
国
か
ら
の 竣工した新庁舎

た
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
さ

ま
ざ
ま
な
意
見
が
多
数
寄

せ
ら
れ
、
市
議
会
に
お
い

て
も
市
民
か
ら
の
意
見
を

聞
く
必
要
が
あ
る
と
判
断

し
、
各
種
団
体
と
の
意
見

交
換
会
を
は
じ
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
機
会
に
市
民
の
皆

さ
ま
の
率
直
な
ご
意
見
を

伺
い
、
議
会
内
で
の
議
論

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

十
二
月
市
議
会
定
例
会

に
事
業
費
を
圧
縮
し
た
か

た
ち
で
継
続
費
予
算
が
提

出
さ
れ
、
異
例
の
取
り
扱

い
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

定
例
会
初
日
に
採
決
が
行

わ
れ
、可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
本
年
二
月
に

入
っ
て
、
突
然
、
市
長
は

議
会
に
対
し
て
何
の
協
議

も
な
く
一
方
的
な
判
断
に

よ
っ
て
入
札
執
行
を
留
保

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

は
、
市
議
会
と
市
長
と
の

信
頼
関
係
を
著
し
く
損
ね

る
結
果
を
招
き
、
こ
の
件

に
つ
い
て
、
議
長
よ
り
、

市
長
に
対
し
て
申
し
入
れ

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
議
会
で
引
き
続
き
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
意
見
を

伺
い
な
が
ら
、
議
会
と
市

執
行
部
で
検
討
し
て
い
き

ま
す
。
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こ
の
委
員
会
が
所
管
す

る
国
県
道
の
推
進
に
つ
い

て
調
査
を
行
う
た
め
、
平

成
十
九
年
度
は
、
常
陸
河

川
国
道
事
務
所
の
※

ス
マ

ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
、
茨
城
県
の
道
路
整
備

の
手
法
を
、
平
成
二
十
年

度
は
、
高
知
県
が
提
案
し

て
い
る
新
た
な
道
路
整
備

事
業
の
評
価
手
法
、
徳
島

県
の
吉
野
川
サ
ー
ビ
ス
エ

リ
ア
（
ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア

シ
ス
）
や
香
川
県
の
「
三

豊
鳥
坂
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
」
な
ど
の
視
察
を
行
い

ま
し
た
。

　

出
雲
市
の
国
県
道
の
状

況
で
は
、
国
道
９
号
バ
イ

パ
ス
が
平
成
十
九
年
十
二

月
に
暫
定
二
車
線
で
全
線

供
用
開
始
し
ま
し
た
。
こ

の
開
通
に
よ
り
、
渋
滞
が

軽
減
さ
れ
る
な
ど
の
効
果

が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
来
年
度
末
に

は
、
山
陰
自
動
車
道
が
出

雲
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま

で
開
通
す
る
こ
と
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
開

通
に
よ
り
、
交
流
人
口
の

拡
大
や
農
林
水
産
品
の
販

路
の
拡
大
な
ど
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

出
雲
イ
ン
タ
ー
チ
ェン
ジ
が

平
成
二
十
一
年
度
末
に
開
通
予
定

国
県
道
対
策
特
別
委
員
会

　

し
か
し
、
こ
の
出
雲
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で

は
、
出
雲
市
の
中
心
部
へ

乗
り
降
り
す
る
場
所
が
な

い
の
で
、
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
や
、
※

ハ

ー
フ
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

な
ど
の
整
備
に
つ
い
て
、

検
討
が
必
要
で
す
。

※
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

　

高
速
道
路
の
本
線
や
サ
ー
ビ
ス
エ

リ
ア
な
ど
か
ら
乗
り
降
り
が
で
き

る
よ
う
に
設
置
さ
れ
、
通
行
可
能

な
車
両
（
料
金
の
支
払
方
法
）
を
、

Ｅ
Ｔ
Ｃ
を
搭
載
し
た
車
両
に
限
定

し
て
い
る
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
。

※
ハ
ー
フ
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

　

高
速
道
路
か
ら
の
乗
り
降
り
が
、

上
り
ま
た
は
下
り
一
方
向
に
の
み

で
き
る
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
。

建設が進む山陰自動車道（出雲インターチェンジ付近）

交
付
税
措
置
あ
り
）
と
い

う
、
本
市
で
は
こ
れ
ま
で

に
な
い
規
模
の
事
業
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
短
い
工

期
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ほ

ぼ
予
定
通
り
完
成
し
、
し

か
も
無
事
故
で
完
工
さ
れ

た
こ
と
は
、
ひ
と
え
に
工

事
関
係
の
皆
さ
ま
の
ご
努

力
の
賜
物
で
あ
り
、
敬

意
と
感
謝
を
申
し
あ
げ
ま

す
。

　

新
庁
舎
は
、
今
後
長
期

に
わ
た
っ
て
使
用
し
て
い

く
新
市
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ

り
、
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点

施
設
で
も
あ
り
ま
す
。
利

活
用
に
つ
い
て
充
分
検
討

し
て
い
た
だ
き
、
市
民
に

親
し
ま
れ
る
庁
舎
に
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

こ
の
特
別
委
員
会
は
、

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の

施
設
整
備
お
よ
び
経
営
計

画
、
そ
し
て
、
併
設
す
る

必
要
を
認
め
つつ

経
営
健
全
化
が
喫
緊
の
課
題

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
対
策
特
別
委
員
会

健
康
福
祉
拠
点
施
設
整
備

に
つ
い
て
調
査
す
る
こ
と

を
目
的
に
設
置
さ
れ
ま
し

た
。

　

先
進
的
な
病
院
へ
の
視

察
や
、
医
療
関
係
の
専
門

家
、
地
域
住
民
や
諸
団
体

の
意
見
聴
取
を
行
う
参
考

人
質
疑
を
行
い
な
が
ら
、

自
治
体
病
院
の
あ
り
方
を

検
討
協
議
し
て
き
ま
し

た
。

　

平
成
二
十
年
十
二
月
議

会
に
お
い
て
、
総
合
医
療

セ
ン
タ
ー
施
設
お
よ
び
健

康
福
祉
拠
点
施
設
整
備
事

業
費
が
、
平
成
二
十
年
度

か
ら
二
十
三
年
度
ま
で
の

四
カ
年
の
継
続
費
と
し
て

可
決
し
ま
し

た
。

　

全
国
の
公

立
病
院
の
う

ち
、
約
六
割

が
赤
字
で
あ

る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

本
市
の
総
合

医
療
セ
ン
タ

ー
も
そ
の
例

外
で
は
な

く
、
一
層
の

経
営
改
善
が

求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

自
治
体
病
院
と
し
て
、

公
的
使
命
を
果
た
す
上

で
、
経
営
健
全
化
は
喫
緊

の
課
題
で
す
。

　

今
後
、
運
営
形
態
に
つ

い
て
、
こ
の
度
策
定
さ
れ

た
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
改

革
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
少

な
く
と
も
二
年
後
に
は
結

論
を
出
す
と
い
う
執
行
部

の
提
案
は
理
解
で
き
る
も

の
の
、
市
民
や
議
会
に
対

し
て
、
で
き
る
限
り
詳
細

な
情
報
提
供
に
努
め
て
、

よ
り
安
定
的
か
つ
効
率
的

な
経
営
形
態
を
提
起
す
る

よ
う
、
強
く
要
請
す
る
も

の
で
す
。

H20年度

☆新棟建設工事開始

2月 6月 10月 2月 4月3月11月 1月12月7月3月 4月 5月 6月 7月 8月5月9月8月
H21年度 H22年度

新棟建設工事準備工事

H22年度

☆新棟での診療開始☆新棟での診療開始☆新棟での診療開始

9月 1月 5月 9月 11月10月6月 8月7月2月10月 11月 12月 1月 2月 3月12月4月3月
H23年度

新棟建設工事 既存南館棟改修工事 解体工事 外構工事

平成23年2月
☆新施設の稼動 全工事完了
平成23年9月

建設工事スケジュール（予定）



陳情番号 件　　　　　　名 提　出　者 審議結果
【 陳 情 】

遙堪小学校・幼稚園改築の早期実現についての陳情
出雲市大社町遙堪
遙堪小学校・幼稚園改築期成同盟会
会長　森山　和夫　他２０名

趣旨採択に
全員賛成18

豪雪災害に係る緊急支援措置に関する陳情
出雲市今市町
いずも農業協同組合
代表理事組合長　萬代　宣雄　他１名

採　択に
全員賛成19

議員関連企業は入札参加、物品納入、業務委託排
除の議員政治倫理条例の制定を求める陳情

出雲市国富町
平成の世直し人　木佐　宏

不採択に
賛成多数

20

クアハウス湖陵の存続についての陳情
出雲市湖陵町差海
「クアハウス湖陵」の存続を望む会
会長　大峠　精志　

採　択に
全員賛成21

政治倫理改革第２弾、自民党所属議員が立候補届
け政党欄に無所属記載は主権者を欺きかつ、経歴
詐称に該当と推認される、所属政党の明記を求める
陳情

出雲市国富町
平成の世直し人　木佐　宏

出雲市国富町
平成の世直し人　木佐　宏

不採択に
賛成多数

22

明らかに公費無駄遣いの海外視察（１人４０万円助
成）制度の廃止を求める陳情

不採択に
賛成多数

23

請願番号 件　　　　　　名 提　出　者 審議結果

脳脊髄液減少症に関する請願　
安来市広瀬町菅原下田原
脳脊髄液減少症患者支援の会
島根県代表者　瀬尾　瑞枝

採　択に
全員賛成

【 請 願 】

13

公的保育制度の堅持・拡充と子育て支援予算の増
額を求める請願（意見書提出）

出雲市上塩冶町
全国福祉保育労働組合
島根支部執行委員長　小村　祥子

採　択に
全員賛成14

後期高齢者医療制度の廃止法案の衆議院での審
議入りを求める意見書採択を求める請願　

松江市大正町
島根県社会保障推進協議会
会長　池淵　栄助

不採択に
賛成多数

15

請願・陳情の審議結果

選挙の際に、無所属で立候補することに何ら違法性はなく、立候補者自らの責任において、個々に判断すべきことであ
ることから、賛同できないと判断しました。なぜ不採択

陳情にある３期以上当選の議員に一律に海外視察の助成をする制度はなく、本市および本市議会が友好交流を行っ
ている都市を訪問し、友好都市と交流事業を実施することは、明らかな公費無駄遣いとは言えず、賛同できないと判断
しました。

なぜ不採択

地方自治法第９２条の２により、本市議会の議員が、主として出雲市に対し請負をする法人の役員などになることは禁
じられています。議員は、法の趣旨を十分認識したうえで、議員としての倫理観を持って、お互いに監視をしながら議会活
動を行っているところであり、陳情にあるような、倫理条例の制定は必要とは考えていないことから、賛同できないと判断
しました。

なぜ不採択

後期高齢者医療制度は始まったばかりで、今後修正などもあると予想されることから、賛同できないと判断しました。なぜ不採択

いずも市議会だより　16 号 10

請 願 ・ 陳 情



陳情番号 件　　　　　　名 提　出　者 審議結果
【 陳 情 】

出雲市国富町
平成の世直し人　木佐　宏

市民サービスの公平を期し、遠隔地コミュニティセン
ターに専用室を設け印鑑証明書、住民票、所得証明
書の交付機能と福祉相談を兼ね備えた人員（１人）
配置を求める陳情

不採択に
賛成多数

24

神戸堰記念公園と記念館の設置を求める請願
出雲市知井宮町
神門地区自治協会
会長　高見　源治　他２名

採　択に
賛成多数8

陳情番号 件　　　　　　名 提　出　者 審議結果

使途基準外違法支出乱発政務調査費の廃止を求
める陳情

出雲市国富町
平成の世直し人　木佐　宏

不採択に
全員賛成

【継続審査中の陳情】

請願番号 件　　　　　　名 提　出　者 審議結果
【継続審査中の請願】

10

物見遊山で名ばかり行政視察を廃止し、施策反映に
不可避、必然的事態時のみ視察実施制度に即時改
革を求める陳情　

出雲市国富町
平成の世直し人　木佐　宏

不採択に
全員賛成

16

行政視察については、本市の施策に関する先進地事例を視察するものであり、陳情にある物見遊山の指摘には当た
らないことから、賛同できないものと判断しました。なぜ不採択

予定される事務量が見込めないこと、また住民票などの証明書類については、郵送での請求にも対応していることなど
により、賛同できないものと判断しました。なぜ不採択

なぜ不採択
政務調査費は、条例および規則で使途基準を定め、実績報告には全ての領収書の添付を義務付けています。平成
19年度には「使途基準ガイドライン」、平成20年度にはより詳しい「運用基準」を定め、より適正な執行に努めており、
陳情にある使途基準外違法支出乱発などの事実はないことから、賛同できないと判断しました。

請願・陳 情
　市政について､議会に対し要望する制度として、請願と陳情があります。

　請願には､その趣旨に賛成する市議会議員の紹介（署名または押印）が必要です｡提出された請願は､本会議と委員会

で審議されます。

　請願を提出するときは､日本語で､請願の趣旨、提出年月日､請願者の住所､氏名（法人の場合は、その名称と代表者の

氏名）などを書いて､押印のうえ議会事務局に提出してください。

　なお、請願の提出は、本会議開会日の1週間前の午前9時を締め切りとしています｡この期限を過ぎたものは、次
の定例会で審議されることになります。

　陳情は､紹介議員が不要なことを除き､手続き、審議方法とも請願と同じです。

※詳しくは、出雲市議会事務局までお問い合わせください。 （電話：21ー6579）

いずも市議会だより　16 号11

請 願 ・ 陳 情



いずも市議会だより　16 号 12

一 般 質 問

　3月定例市議会では20人の議員がそれぞれ以下の項目について質問を行いま
した。1人1問ずつ選んで（◎印のもの）掲載しています。なお、原稿は質問した議
員自身が要旨をまとめたものです。（一部掲載のない議員もあります。） 

多々納 剛人 議員（13ページ）
◎阿國座関連工事請負契約延期について経緯を伺う
●出雲市の緊急経済対策について伺う
●幼稚園教諭数の充足環境について

石 川 寿 樹 議員（17ページ）
◎出雲市の農業

長 岡 幸 江 議員（19ページ）
◎市立総合医療センターおよび健康福祉拠点施設整備について
●安心・安全の暮らしを確保する消費者行政いかに

松 村 豪 人 議員（19ページ）
◎市長の政治姿勢について

珍 部 全 吾 議員（19ページ）
●不況下における地域の現状について

板 倉 一 郎 議員（19ページ）
◎出雲阿國座建設について
●出雲市の緊急雇用対策について

荒 木 　 孝 議員（16ページ）
◎平成２１年豪雪災害について

原 　 隆 利 議員（13ページ）
◎阿國座本体工事入札延期について

大 国 陽 介 議員（14ページ）
◎雇用対策に全力をあげるとともに、誘致企業に市民への責任を果た
せよ

●障がい者授産施設の仕事確保に支援を
●公的保育制度を充実させるとともに一層の充実を

勝 部 順 子 議員（14ページ）
◎出雲市民が望んでいる、交通手段の確保について
●雪害被害の状況と、今後の取り組みについて
●妊婦健診１４回の無料化の実現を

川 上 幸 博 議員（17ページ）
◎長浜工業団地用地完売後の今後について
●公共施設（建物）の管理状況
●耕作放棄地調査の結果と解消計画策定について

長 廻 利 行 議員（18ページ）
◎遙堪小学校、幼稚園の改築について
●旧大社駅の活用整備について
●ご縁広場の温泉活用について

遠 藤 力 一 議員（15ページ）
◎介護保険料の特別徴収について
●出雲阿國座（仮称）について
●風力発電の健康への影響について
●公共交通の充実について

萬 代 弘 美 議員（15ページ）
◎障がいのある子どもたちや家族への支援について
●高齢者の生活支援や健康づくりに責任をもって取り組むことについて

板 倉 明 弘 議員（15ページ）
◎学校教育の中での領土問題、竹島問題の取り扱いについて
●竹島問題が風化しつつある現状について

直 良 昌 幸 議員（17ページ）
◎平成２１年度の阿國座（仮称）整備事業費の予算計上について
●新庁舎の開庁にあたって

高 野 成 俊 議員（18ページ）
◎雪害の対応と将来の安全対策を問う
●緊急雇用対策に係わる臨時職員の雇用について

牛 尾 尚 義 議員（13ページ）
◎出雲芸術アカデミーの今後のあり方について
●阿國座の建設について

米 山 広 志 議員（13ページ）
◎建設発生土改良センター
●阿國座（仮称）建設の入札

曽 田 盛 雄 議員（16ページ）
◎消防団関係の問題について
●公用車の事故問題について
●農業振興対策について
●一畑電車の現在の状況は



いずも市議会だより　16 号13

一 般 質 問

多
様
性
を
受
け
入
れ
る
こ

と
が
で
き
る
心
豊
か
な
社

会
を
形
成
す
る
こ
と
に
よ

り
世
界
の
平
和
に
寄
与
す

る
も
の
で
あ
る
」
と
定
義

づ
け
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
未
だ
こ

の
役
割
を
果
た
す
た
め
の

社
会
的
基
盤
が
不
十
分
な

中
に
あ
っ
て
、
出
雲
芸
術

ア
カ
デ
ミ
ー
は
こ
の
精
神

を
実
現
す
べ
く
設
立
さ
れ

た
も
の
で
、
青
少
年
の
犯

罪
、
非
行
の
防
止
に
も
大

き
く
貢
献
す
る
も
の
で

す
。

　

昨
今
の
社
会
情
勢
を
考

え
る
上
で
、
よ
り
明
確
に

健
全
育
成
に
力
を
入
れ
、

先
進
的
な
事
例
も
参
考
に

し
な
が
ら
、

出
雲
芸
術
ア

カ
デ
ミ
ー
の

活
動
の
継
続

と
充
実
を

図
っ
て
い
き

た
い
と
思
い

ま
す
。

　

阿
國
座
建
設
に
関
し
て
、

認
識
を
新
た
に
さ
れ
た
経

緯
を
伺
う
。

市
長

　

市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
増

税
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
の
財
政
面
へ
の
新
た
な

不
安
の
声
や
、
運
営
費
に

関
す
る
不
安
の
声
な
ど
が

根
強
く
あ
る
事
に
対
し
認

識
不
足
を
覚
え
、
新
た
な

説
明
が
必
要
と
感
じ
ま
し

た
。

　

阿
國
座
建
設
関
連
予
算

の
議
案
上
程
も
見
送
る
べ

き
で
は
な
い
の
か
伺
う
。

市
長

　

昨
年
の
十
二
月
議
会
に

お
い
て
、
認
め
て
い
た
だ

い
た
継
続
費
予
算
を
重
く

受
け
止
め
、
今
議
会
に
お

い
て
は
関
連
予
算
を
計
上

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。期
限
の
あ
る
、

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
の
議

論
に
つ
い
て
は
、
時
期
が

迫
っ
た
た
め
の
議
会
の
決

断
で
あ
る
と
は
考
え
て
は

お
ら
ず
、
審
議
を
尽
く
さ

れ
た
結
果
と
受
け
止
め
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
マ
ス
コ
ミ
で
は

凍
結
と
い
う
表
現
で
報
道

が
あ
り
、
誤
解
を
与
え
て

し
ま
い
改
め
て
お
詫
び
い

た
し
ま
す
。

　

計
画
の
見
直
し
は
せ
ず
、

事
業
を
進
め
ら
れ
る
の
か

伺
う
。

市
長

　

当
初
予
定
の
平
成
二
十

三
年
開
業
に
は
い
か
な
い

若
干
の
ず
れ
が
出
る
事
態

と
受
け
止
め
て
い
ま
す
が
、

弾
力
的
に
事
業
予
算
を
執

行
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

市
長
は
、
阿
國
座
本
体

工
事
入
札
延
期
の
理
由
を

出雲芸術アカデミー　ジュニアオーケストラ

「
運
営
費
の
よ
り
詳
細
な
説

明
の
必
要
が
生
じ
た
」
と

説
明
さ
れ
た
が
、「
精
査
に

精
査
を
重
ね
た
結
果
が
こ

れ
だ
」
と
三
度
に
わ
た
り

運
営
費
の
試
算
を
公
表
さ

れ
た
。
議
会
も
こ
れ
を
信

じ
て
建
設
に
同
意
し
た
。

い
ま
さ
ら
何
を
説
明
す
る

の
か
。

市
長

　

議
会
も
私
も
努
力
を
し

ま
し
た
。
そ
れ
で
も
な
お

今
ま
で
以
上
に
「
増
税
・

財
政
破
綻
」
と
い
っ
た
市

多
々
納　

剛
人

阿
國
座
関
連
工
事

請
負
契
約
延
期
の
経
緯
は

原　

隆
利

合
点
い
か
ぬ

「
運
営
費
の
説
明
が
な
お
必
要
」

民
の
声
が
あ
り
ま
す
。
精

査
の
結
果
を
議
員
の
皆
さ

ま
に
は
ご
理
解
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
一
般
市
民
の

皆
さ
ま
に
は
お
分
か
り
い

た
だ
い
て
い
な
い
部
分
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
も
う

一
回
代
表
の
方
々
に
集

ま
っ
て
い
た
だ
い
て
、
説

明
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な

い
と
強
く
感
じ
た
と
こ
ろ

で
す
。
こ
れ
が
住
民
本
位

の
町
づ
く
り
に
つ
な
が
っ

て
い
く
と
ご
理
解
く
だ
さ

い
。

牛
尾　

尚
義

出
雲
芸
術
ア
カ
デ
ミ
ー
の

今
後
の
あ
り
方
を
問
う

　

出
雲
芸
術
ア
カ
デ
ミ
ー

の
設
立
目
的
は
、
芸
術
文

化
振
興
の
視
点
か
ら
「
21

世
紀
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
豊
か
な
心
を
培
い
、
個

の
持
つ
す
ば
ら
し
い
感
性

を
引
き
出
す
心
の
育
成
の

場
」
と
さ
れ
て
い
る
。

　

今
後
も
市
民
の
理
解
と

支
持
を
得
て
い
く
た
め
に

は
、
よ
り
明
確
な
目
的
の

設
定
が
不
可
欠
と
考
え
る
。

教
育
的
側
面
か
ら
「
青
少

年
の
健
全
育
成
」
を
前
面

に
掲
げ
運
営
す
る
必
要
が

あ
り
は
し
な
い
か
。

文
化
企
画
部
長

　

芸
術
文
化
の
振
興
に
つ

い
て
は
、
国
に
お
い
て
も

平
成
十
三
年
に
文
化
芸
術

振
興
基
本
法
を
定
め
、
芸

術
文
化
の
果
た
す
役
割
に

つ
い
て
「
文
化
芸
術
は

人
々
の
創
造
性
を
育
み
、

そ
の
表
現
力
を
高
め
る
と

共
に
、
人
々
の
心
の
繋
が

り
や
相
互
に
理
解
し
尊
敬

し
合
う
土
壌
を
提
供
し
、

　

建
設
発
生
土
改
良
セ
ン

タ
ー
は
、
市
の
公
共
事
業

を
中
心
に
、
建
設
発
生
土

の
適
切
な
処
理
と
リ
サ
イ

ク
ル
の
促
進
、
環
境
破
壊

の
防
止
を
目
的
と
し
て
運

米
山　

広
志

建
設
発
生
土
リ
サ
イ
ク
ル
の
促
進
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不
況
の
も
と
、
製
造
業

を
中
心
に
「
派
遣
切
り
」

な
ど
、
労
働
者
が
ま
る
で

モ
ノ
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て

い
る
。

　

市
内
の
企
業
で
も
大
規

模
な
リ
ス
ト
ラ
が
行
わ
れ

て
い
る
。
あ
る
電
子
部
品

メ
ー
カ
ー
で
二
十
年
以
上

勤
務
し
、
突
然
、
一
方
的

に
解
雇
さ
れ
た
方
か
ら
は

「
会
社
側
は
、
景
気
が
こ
う

い
う
状
況
だ
か
ら
の
一
点

張
り
で
、
き
ち
ん
と
し
た

説
明
は
な
か
っ
た
。
押
し

切
ら
れ
悔
し
い
」「
私
の
収

入
が
な
い
と
家
計
が
ま
わ

ら
ず
、
ど
う
し
よ
う
か
と

困
っ
て
い
る
」
な
ど
の
声

を
お
聞
き
し
た
。

　

自
治
体
か
ら
多
く
の
助

成
金
を
受
け
取
り
操
業
し

て
き
た
誘
致
企
業
に
は
市

民
に
対
し
て
の
責
任
が
あ

る
。
一
方
的
な
解
雇
は
や

め
さ
せ
る
と
と
も
に
、
誘

致
企
業
が
責
任
を
果
た
す

よ
う
強
く
要
請
す
る
こ
と

を
求
め
る
。

産
業
観
光
部
長

　

誘
致
企
業
に
対
し
、
雇

用
の
状
況
を
調
査
し
た
い

と
考
え
て
お
り
、
こ
の
結

果
に
基
づ
き
必
要
な
対
策

も
検
討
し
ま
す
。

市
長

　

解
雇
さ
れ
た
方
々
の
実

態
を
早
急
に
把
握
し
、
何

ら
か
の
仕
事
が
可
能
な
ら

ば
、我
々
も
応
援
し
ま
す
。

　

非
情
な
リ
ス
ト
ラ
は
、

誘
致
企
業
と
し
て
の
責
任

営
す
る
施
設
で
あ
る
。

　

市
内
の
神
西
沖
町
に
建

設
、
平
成
十
八
年
二
月
六

日
か
ら
操
業
が
行
わ
れ
て

い
る
。

　

利
用
促
進
に
向
け
て
の

今
後
の
対
応
を
伺
う
。

財
政
部
長

　

改
良
土
の
利
用
に
つ
い

て
は
当
初
の
計
画
ど
お
り

に
は
進
ん
で
い
な
い
現
状

で
す
。

　

改
良
土
は
設
計
単
価
が

新
材
よ
り
高
く
、
水
分
の

影
響
に
よ
り
、
真
砂
土
な

ど
に
比
べ
て
施
工
性
が
劣

る
点
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
対
策
と
し
て

平
成
十
九
年
か
ら
当
セ
ン

タ
ー
を
中
心
に
、
十
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
以
内
で
発
注
す

る
工
事
に
つ
い
て
は
、
経

済
性
よ
り
も
優
先
を
し

て
、
原
則
と
し
て
改
良
土

を
利
用
す
る
と
い
う
方
針

と
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
昨
年
の
九
月
に

品
質
確
保
の
た
め
検
討
さ

れ
た
結
果
、
出
荷
時
の
水

分
量
の
管
理
が
重
要
と
さ

れ
た
た
め
、
水
分
量
を
測

定
す
る
試
験
を
新
た
に
加

え
て
、
品
質
確
保
が
図
ら

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

公
共
事
業
に
伴
う
建

設
発
生
土
の
リ

サ
イ
ク
ル
に
つ

い
て
は
環
境
問

題
も
含
め
、
公

共
事
業
が
続
く

限
り
避
け
て
通

れ
な
い
課
題
で

あ
り
、
引
き
続

き
利
用
促
進
に

向
け
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

合
併
前
の
地
域
ご
と
で

運
行
し
て
い
る
福
祉
バ
ス

や
、
循
環
バ
ス
な
ど
を
全

市
内
で
運
行
さ
せ
る
事
は

で
き
な
い
の
か
。

市
長

　

中
央
病
院
や
、
島
大
医

学
部
附
属
病
院
、
大
型
商

業
施
設
な
ど
へ
、
各
地
域

か
ら
直
接
バ
ス
を
運
行
し

た
場
合
、
利
便
性
が
高
ま

る
も
の
の
、
一
方
で
地
域

内
の
目
的
地
の
利
用
者
は

乗
車
時
間
や
運
賃
が
か
か

り
、
不
便
や
負
担
増
を
生

じ
る
側
面
が
あ
り
ま
す
。

　

デ
マ
ン
ド
バ
ス
に
つ
い

て
の
考
え
と
今
後
の
方
針

に
つ
い
て
伺
う
。

市
長

　

デ
マ
ン
ド
バ
ス
運
行

の
試
行
に
つ
い
て
は
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
で
意
見

を
い
た
だ
き
、
稗
原
・
上

津
地
区
の
一
部
で
運
行
事

業
を
実
施
し
ま
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
要
望
は
あ

り
ま
す
が
、
実
際
の
利

用
者
が
見
込
め

ず
、
当
面
、
運

行
を
見
送
っ
て

い
ま
す
。

　

高
齢
の
方

が
、
運
転
免
許

証
を
返
納
さ
れ

た
場
合
、
交
通

手
段
の
確
保
の

た
め
に
、
福
祉

タ
ク
シ
ー
制
度

と
同
等
の
タ
ク

シ
ー
券
を
発
行

し
、
支
援
す
る

こ
と
は
で
き
な

い
の
か
。

建設発生土改良センター

市
長

　

現
実
的
な
対
策
と
し

て
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
制
度

事
業
の
拡
充
に
向
か
っ
て

い
く
決
意
で
す
。
自
分
の

都
合
の
良
い
時
間
帯
で
、

出
か
け
ら
れ
る
時
に
タ
ク

シ
ー
を
利
用
し
て
い
た
だ

き
、こ
れ
を
補
助
し
ま
す
。

比
較
的
へ
き
地
に
お
住
ま

い
で
、バ
ス
停
ま
で
遠
い
、

バ
ス
の
便
が
悪
い
と
い
う

方
に
利
用
し
て
い
た
だ
く

方
策
を
、
新
年
度
か
ら
適

用
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

勝
部　

順
子

福
祉
タ
ク
シ
ー
制
度
の
拡
充
で
、

高
齢
者
の
交
通
手
段
の
確
保
を

大
国　

陽
介

雇
用
対
策
と
誘
致
企
業
の
責
任
を
問
う

福祉タクシー利用券
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ら
に
工
夫
し
、
通
帳
に
記

載
さ
れ
る
年
金
は
、
介
護

保
険
料
が
引
か
れ
た
後
の

こ
と
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
よ
う
に
、
周
知
徹
底
を

図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
特
別
徴
収
と

普
通
徴
収
と
い

う
、
非
常
に
難

解
な
言
葉
で
高

齢
者
に
わ
か
り

に
く
い
と
い
う

ご
指
摘
で
あ

り
、
確
か
に
そ

の
よ
う
に
考
え

ま
す
。
通
知
文

書
の
中
で
高
齢

者
が
わ
か
り
や

す
い
言
葉
を
併

記
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も

を
抱
え
た
お
母
さ
ん
方
が
、

市
長
に
要
望
を
訴
え
ら
れ

た
。
こ
う
し
た
声
を
ど
う

受
け
と
め
、
今
後
、
子
ど

も
や
家
族
の
支
援
に
取
り

組
ん
で
い
く
考
え
か
伺
う
。

　

重
い
障
が
い
の
あ
る
子

ど
も
は
、
入
退
院
を
繰
り

返
す
こ
と
も
多
く
、
だ
れ

か
が
そ
ば
に
い
な
い
と
苦

し
さ
を
訴
え
る
こ
と
も
、

大
声
を
あ
げ
て
泣
く
こ
と

も
で
き
な
い
。
お
母
さ
ん

が
一
時
も
離
れ
ら
れ
な
い

現
状
に
あ
り
、
付
添
い
ヘ

ル
パ
ー
の
支
援
を
求
め
る

切
実
な
声
が
あ
が
っ
て
い

る
。
全
国
で
は
地
域
生
活

支
援
事
業
の
コ
ミ
ュ
ニ

を
果
た
し
て
い
な
い
と
思

う
が
。

市
長

　

我
々
と
し
て
は
企
業
を

誘
致
し
た
と
い
う
責
任
が

あ
り
ま
す
の
で
、
何
ら
か

の
手
だ
て
を
と
ら
な
く
て

は
と
の
思
い
で
す
。
解

雇
さ
れ
て
お

困
り
の
方
々

の
声
を
お
聞

き
し
、
可
能

な
と
こ
ろ
は

救
っ
て
い
く

こ
と
が
市
の

責
任
だ
と

思
っ
て
い
ま

す
。

緊急雇用相談所が開設されている
ジョブ・ステーション出雲（ビッグハート内）

萬
代　

弘
美

「
障
が
い
児
の
療
育
支
援
充
実
を
」

入
院
中
の
付
添
い
ヘ
ル
パ
ー
制
度
は
急
務

遠
藤　

力
一

介
護
保
険
料
の
特
別
徴
収
を

わ
か
り
や
す
く

　

介
護
保
険
料
は
、
特
別

徴
収
の
場
合
、
年
金
か
ら

天
引
き
さ
れ
る
。
通
帳
に

は
保
険
料
を
徴
収
さ
れ
た

記
録
は
記
載
さ
れ
ず
、
引

か
れ
た
残
り
の
年
金
額
が

記
載
さ
れ
る
。
高
齢
者
の

方
に
は
、
年
金
が
減
っ
て

し
ま
っ
た
よ
う
に
感
じ
る

人
が
多
い
と
聞
い
て
い
る
。

介
護
保
険
料
を
支
払
っ
て

い
る
記
録
が
、
通
帳
に
記
載

さ
れ
て
い
れ
ば
わ
か
り
や

す
い
が
、
で
き
な
い
の
か
。

　

介
護
保
険
料
の
徴
収
方

法
に
は
、
特
別
徴
収
と
普

通
徴
収
の
二
種
類
が
あ
る
。

難
解
な
行
政
用
語
で
、
高

齢
者
の
方
に
は
理
解
し
に

く
い
。
わ
か
り
や
す
い
、

親
切
な
用
語
で
通
知
を
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

　

通
知
書
の
発
送
が
、
目

前
と
な
っ
て
い
る
。
今
回

か
ら
改
め
て
い
た
だ
き
た

い
。健康

福
祉
部
長

　

介
護
保
険
の
特
別
徴
収

特別徴収の介護保険料通知書

ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
を
活
用

し
て
、
入
院
介
護
制
度
を

実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
り
、
市
と
し
て
実
態
に

合
う
制
度
の
実
施
を
求
め

る
。市長

　

大
変
な
状
況
の
な
か
頑

張
っ
て
お
ら
れ
る
と
い
う

こ
と
を
、
胸
に
深
く
刻
み

込
み
ま
し
た
。
児
童
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
や
日
中
一
時
支

援
事
業
な
ど
、
障
が
い
を

持
っ
て
い
る
子
ど
も
の
日

中
の
居
場
所
の
必
要
性
を

痛
感
し
ま
し
た
。

　

就
学
前
の
児
童
に
つ
い

て
は
障
が
い
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
、
二
十
四
時
間

の
付
添
い
が
必
要
で
あ
る

と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
質

問
の
よ
う
な
事
例
な
ど

は
、
家
族
が
大
変
苦
労
さ

れ
て
い
る
と
理
解
し
て
い

ま
す
。
ヘ
ル
パ
ー
の
派

遣
、
あ
る
い
は
お
世
話
役

の
あ
っ
せ
ん
確
保
に
つ
い

て
努
力
し
、
検
討
し
て
み

ま
す
。

に
つ
い
て
は
、
年
金
受
給

者
の
通
帳
へ
記
載
が
な

く
、
ま
た
、
そ
の
仕
組
み

か
ら
記
載
は
な
か
な
か

困
難
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。
特
別
徴
収
金
額
に
つ

い
て
、
市
か
ら
通
知
を
お

送
り
し
て
い
ま
す
が
、
さ

　

竹
島
問
題
は
、
外
交
交

渉
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
れ
を
支
え
る
に
は
、
力

強
い
世
論
が
必
要
だ
。
特

に
竹
島
を
所
管
す
る
県
民

と
し
て
、
私
た
ち
に
は
竹

島
の
一
日
も
早
い
返
還
を

目
指
し
、
広
く
国
民
の
理

解
を
促
す
積
極
的
な
行
動

板
倉　

明
弘

竹
島
・
領
土
問
題
に
対
す
る

小
中
学
校
で
の
取
り
組
み
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テ
ィ
ア
で
は
困
難
で
あ

り
、
木
材
事
業
者
な
ど
と

の
連
携
体
制
の
強
化
を
図

り
ま
す
。

　

農
災
支
援
に
市
単
独
上

乗
せ
補
助
と
山
林
被
害
に

温
か
い
支
援
策
が
必
要
で

あ
る
。

市
長

　

被
災
農
家
、
山
主
の
実

情
を
伺
い
、
弾
力
的
に
考

え
ま
す
。

し
、
女
性
団
員
の
確
保
、

機
能
別
団
員
制
度
導
入
な

ど
に
併
せ
、
整
備
の
機
動

化
、
消
防
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
の
整
備
な
ど
を

消
防
団
と
検
討
し
て
い
る

の
で
、
そ
の
協
議
の
中
で

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

②
本
市
の
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
状
況
は
、
平

成
二
十
年
秋
の
全
国
火
災

予
防
運
動
時
の
調
査
の
結

果
、推
計
普
及
率
は
一
八
・

六
％
で
し
た
。
予
防
消
防

重
視
の
立
場
か
ら
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
設
置

は
、
自
分
自
身
や
家
族
の

生
命
や
財
産
は
自
ら
守
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

と
し
て
設
置
を
お
願
い
し

て
い
き
ま
す
。

①
消
防
団
員
の
冬
服
、
夏

服
は
全
団
員
に
早
急
に
支

給
す
べ
き
で
は
。

②
住
宅
用
火
災
警
報
器
に

つ
い
て
は
、
平
成
二
十
三

年
五
月
か
ら
法
律
に
よ
っ

て
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ

よ
う
と
し
て
い
る
。
火
災

予
防
の
喚
起
を
図
る
意
味

か
ら
、
一
家
に
一
個
は
公

費
に
お
い
て
負
担
し
、
設

置
の
促
進
を
図
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

市
長

①
消
防
団
員
の
活
動
服

（
夏
服
）
は
、
総
務
省
消

防
庁
が
定
め
る
基
準
に
よ

り
作
製
し
た
も
の
を
貸
与

し
て
い
ま
す
。
冬
用
の
活

動
服
に
つ
い
て
は
消
防
団

が
将
来
に
わ
た
り
充
分
に

活
動
で
き
る
よ
う
、
部
の

再
編
、
団
員
数
の
見
直

倒壊したプルーンハウス

市役所ロビーに掲載されたポスター

　

正
月
早
々
の
豪
雪
は
、

湿
気
の
多
い
雪
質
で
あ
り
、

出
雲
市
南
部
、
佐
田
地
区

を
中
心
に
農
業
施
設
の
倒

壊
、
杉
林
の
倒
木
な
ど
に

よ
り
生
活
道
の
通
行
止
め
、

長
期
間
の
停
電
な
ど
、
市

民
生
活
に
大
被
害
を
与
え

た
。
被
災
農
家
、
山
林
、

家
の
被
害
の
大
き
さ
は
目

を
覆
う
ば
か
り
で
あ
る
。

そ
こ
で
次
の
点
を
伺
う
。

①
被
害
金
額
と
災
害
支
援

策
に
つ
い
て
。

②
迅
速
な
除
雪
作
業
と
機

材
の
不
足
、
歩
道
の
除
雪

に
課
題
を
残
し
た
が
そ
の

対
応
は
。

③
倒
木
処
理
は
危
険
性
が

高
く
、
専
門
事
業
者
の
応

援
体
制
の
構
築
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
が
い
か
に
。

市
長

①
農
業
施
設
被
害
は
九
十

件
、
約
八
千
万
円
、
山
林

は
約
四
千
九
百
万
円
で

す
。
被
災
農
家
の
生
産
意

欲
の
減
退
を
防
ぎ
、
早
期

復
旧
の
た
め
支

援
事
業
を
実
施

し
ま
す
。
山
林

被
害
に
は
支
援

策
は
あ
り
ま
せ

ん
。

②
建
設
業
者
の

協
力
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

今
後
除
雪
車
の

増
車
、
歩
道
の

除
雪
な
ど
除
雪

体
制
の
強
化
を

図
り
ま
す
。

③
倒
木
の
処
理

は
市
民
ボ
ラ
ン

荒
木　

孝

豪
雪
災
害
で
被
災
さ
れ
た
方
の

復
興
支
援
策
を
伺
う

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

国
民
の
関
心
が
低
い
の

は
、
教
育
に
も
一
因
が
あ

る
と
思
う
。
ま
た
、
日
韓

で
の
教
育
内
容
に
は
質
量

と
も
に
大
き
な
差
が
あ
る
。

こ
の
度
の
学
習
指
導
要
領

解
説
書
の
改
訂
で
竹
島
問

題
を
記
述
す
る
こ
と
が
決

め
ら
れ
た
。
本
市
の
小
中

学
校
で
の
取
り
組
み
と
今

後
の
教
育
方
針
を
伺
う
。

教
育
次
長

　

市
内
の
中
学
校
で
は
、

一
年
生
の
社
会
科
の
中

で
、
竹
島
の
位
置
と
日
本

固
有
の
領
土
で
あ
る
こ
と

を
学
び
、
三
年
生
で
も
領

土
問
題
と
し
て
学
習
し
て

い
ま
す
。
小
学
校
で
は
四

年
生
で
、
竹
島
の
位
置
や

島
の
様
子
、五
年
生
で
は
、

竹
島
を
め
ぐ
る
韓
国
と
の

領
土
問
題
、
六
年
生
で
は

韓
国
と
の
関
係
を
学
ん
で

い
ま
す
。

　

昨
年
七
月
の
学
習
指
導

要
領
社
会
科
編
で
、
初
め

て
領
土
問
題
と
し
て
、
竹

島
に
つ
い
て
学
習
す
る
よ

う
明
示
さ
れ
ま
し
た
。
県

教
委
で
は
、
小
中
学
校
用

の
竹
島
に
関
す
る
副
教
材

を
作
成
し
、
本
年
度
中
に

配
布
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

市
内
、
小
中
学
校
に
お

い
て
は
、ま
ず
教
職
員
が
、

今
ま
で
以
上
に
竹
島
に
つ

い
て
学
習
し
、
理
解
を
深

め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
に
対
し
て

は
、
竹
島
を
は
じ
め
と
す

る
領
土
問
題
に
対
す
る
正

し
い
認
識
を
深
め
、
対
話

と
協
調
に
よ
る
平
和
的
な

解
決
の
展
望
の
も
と
に
、

指
導
し
て
ま
い
り
ま
す
。

曽
田　

盛
雄

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
促
進
を
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消防出初め式

　

築
地
松
団
地
と
言
わ
れ

る
長
浜
工
業
団
地
は
、
昨

年
六
月
に
最
後
の
用
地
取

得
が
行
わ
れ
、
三
十
年
余

り
を
経
て
、
団
地
内
の
用

地
分
譲
は
終
了
し
た
。

　

昨
今
の
経
済
状
況
の
悪

化
に
よ
り
、
企
業
誘
致
は

難
し
く
な
る
中

で
、
人
材
育
成

や
定
住
促
進
を

図
る
た
め
の
雇

用
創
出
や
、
地

元
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
育
成
の
た

め
、
貸
工
場
や

貸
事
務
所
を
つ

く
り
、
企
業
育

成
を
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え

る
が
、
市
は
ど

の
よ
う
に
考
え

川
上　

幸
博

長
浜
工
業
団
地
の

将
来
見
通
し
は
い
か
に

　

出
雲
市
の
農
業
も
、
耕

作
放
棄
地
の
拡
大
や
担
い

手
不
足
、
特
産
の
柱
で
あ

る
ぶ
ど
う
生
産
の
伸
び
悩

み
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
に
直
面
し
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
農
業

は
、
こ
れ
ま
で
基
幹
産
業

と
し
て
、
本
市
の
経
済
に

大
き
な
ウ
ェ
ー
ト
を
占
め

て
き
た
。
ま
た
、
今
後
の

方
策
次
第
で
は
、
成
長
産

業
に
生
ま
れ
変
わ
る
可
能

性
を
秘
め
て
い
る
。

　

出
雲
市
の
農
業
は
、
今

後
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
い

か
な
る
道
を
進
ん
で
い
く

べ
き
か
、
市
長
の
所
見
を

伺
う
。

市
長

　

出
雲
市
の
農
業
は
、
農

村
の
環
境
保
全
、
食
料
の

安
全
確
保
と
安
定
供
給
の

観
点
か
ら
、
次
の
方
針
で

臨
む
べ
き
と
考
え
ま
す
。

　

第
一
点
目
は
、
農
業
に

お
け
る
出
雲
ブ
ラ
ン
ド
の

確
立
を
図
る
た
め
、
市
・

石
川　

寿
樹

こ
れ
か
ら
の
出
雲
市
の
農
業
を
考
え
る

て
い
る
の
か
伺
う
。

　

ま
た
、
未
操
業
企
業
に

対
す
る
働
き
か
け
は
行
わ

れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

　

最
後
に
団
地
内
企
業
と

災
害
協
定
を
結
ば
れ
る
考

え
は
な
い
か
伺
う
。

産
業
観
光
部
長

　

貸
工
場
制
度
は
、
企
業

と
し
て
、
低
負
担
低
リ
ス

ク
で
起
業
で
き
、
経
済
対

策
、
雇
用
創
出
の
面
か
ら

も
有
効
と
考
え
ま
す
。

　

未
操
業
企
業
へ
の
働
き

か
け
は
、管
理
者
に
売
却
、

賃
貸
を
す
る
時
に
事
前
に

情
報
提
供
や
、
企
業
用
地

の
物
件
と
し
て
紹
介
あ
っ

せ
ん
を
行
う
事
に
了
解
し

て
い
た
だ
き
、
適
宜
、
企

業
に
対
し
紹
介
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

災
害
支
援
協
定
に
つ
い

て
は
、
食
料
品
、
衣
料
品

な
ど
の
物
資
の
確
保
・
避

難
所
へ
の
搬
送
な
ど
が
で

き
る
企
業
が
あ
る
の
で
、

締
結
を
提
案
し
協
力
を
得

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

長浜工業団地

県・
J
A
が
一
体
と
な
り
、

販
路
拡
大
と
年
間
を
通
じ

た
出
荷
体
制
を
確
立
す
る

こ
と
。

　

二
点
目
は
、
や
る
気
の

あ
る
農
業
者
の
創
意
と
工

夫
に
よ
る
新
た
な
作
物
や

技
術
の
導
入
、
認
定
農
業

者
の
育
成
や
集
落
営
農
の

推
進
と
法
人
化
に
よ
る
ア

グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開
、

企
業
の
新
規
農
業
参
入
な

ど
新
た
な
担
い
手
確
保
対

策
を
講
じ
る
こ
と
。

　

三
点
目
は
、
食
料
・
農

業
・
農
村
へ
の
関
心
と
理

解
を
深
め
る
た
め
、
農

業
者
と
市
民
が
と
も
に

農
業
の
重
要
性

や
多
面
的
機
能

を
理
解
で
き
る

よ
う
、
啓
発
と

P
R
に
つ
と
め

る
こ
と
。

　

こ
の
よ
う
な

考
え
方
で
、
こ

れ
ま
で
以
上
に

出
雲
市
の
農
業

と
農
村
の
振
興

に
取
り
組
む
べ

き
と
考
え
ま

す
。

青ネギの収穫方法を学ぶ受講生（アグリビジネススクール）

　

昨
年
十
二
月
議
会
で
異

例
の
開
会
冒
頭
に
採
決
さ

れ
、
僅
差
に
て
可
決
さ
れ

た
阿
國
座
建
設
関
連
工
事

予
算
。
市
長
の
独
断
的
な

方
向
転
換
で
、
急
き
ょ
工

事
の
入
札
が
延
期
さ
れ
、

議
会
は
も
と
よ
り
多
く
の

市
民
が
あ
然
と
し
た
。
信

義
と
信
頼
を
失
っ
た
こ
の

直
良　

昌
幸

出
雲
阿
國
座（
仮
称
）建
設
継
続
予
算
は

修
正
で
き
な
い
か
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現
場
対
応
に
も
協
力
を
求

め
て
、
速
や
か
な
対
応
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

　

森
林
の
被
害
を
放
置
し

て
お
く
と
、
今
後
二
次
災

害
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。

今
後
の
対
応
を
伺
う
。

建
設
事
業
部
長

　

四
月
以
降
の
緊
急
雇
用

に
よ
り
被
害
調
査
を
行
う

と
と
も
に
、
被
害
に
あ
っ

た
山
林
に
つ
い
て
は
、
県

に
対
し
て
支
援
策
を
強
く

要
望
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

速
や
か
に

復
旧
す
る
施

策
と
し
て
、
各

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
か
ら

除
雪
依
頼
が
で

き
る
体
制
が
必

要
で
あ
る
と
思

う
。
今
後
の
検

討
課
題
に
し
て

い
た
だ
き
た

い
。

　

年
明
け
か
ら
の
大
雪
に

よ
り
、
出
雲
市
南
部
の
中

山
間
地
域
を
中
心
に
人
的

被
害
や
停
電
、
倒
木
に
よ

る
道
路
封
鎖
、
ま
た
農
業

用
ハ
ウ
ス
や
農
作
物
、
林

業
被
害
な
ど
多
く
の
被
害

が
で
た
。
こ
の
度
の
雪
害

の
対
応
と
将
来
の
対
策
に

つ
い
て
伺
う
。

　

除
雪
作
業
が
長
引
い
た

原
因
と
対
策
は
。

建
設
事
業
部
長

　

市
保
有
の
除
雪
車
が
二

台
し
か
な
い
こ
と
や
、
市

内
建
設
会
社
の
重
機
台
数

が
不
足
し
て
い
た
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
の
対
策
に
つ
い
て

は
、
地
域
の
皆
さ
ま
と
も

協
議
を
し
な
が
ら
、
森
林

組
合
な
ど
と
の
連
絡
体
制

高
野　

成
俊

大
雪
に
よ
る
雪
害
の
対
応
と

将
来
の
対
策
を
問
う

雪害による倒木

を
強
化
し
、
速
や
か
に
対

応
を
し
て
い
く
考
え
で

す
。

　

道
路
が
長
期
に
遮
断
を

さ
れ
て
い
る
と
、
火
災
や

救
急
な
ど
有
事
の
際
に
支

障
が
で
る
。
速
や
か
に
復

旧
す
る
施
策
、
方
法
に
つ

い
て
伺
う
。

建
設
事
業
部
長

　

土
木
委
員
会
と
の
連
絡

を
密
に
し
、
迅
速
な
情
報

収
集
に
努
め
る
と
と
も
に

長
廻　

利
行

遙
堪
小
学
校
・
幼
稚
園
の

改
築
を
伺
う

　

遙
堪
小
学
校
は
、
昭
和

五
十
一
年
に
現
在
地
に
移

転
新
築
さ
れ
、
三
十
二
年

が
経
過
し
、
ま
た
、
遙
堪

幼
稚
園
は
、
昭
和
五
十
四

年
に
移
転
新
築
さ
れ
、
二

十
九
年
が
経
過
し
て
い
る
。

両
施
設
と
も
か
な
り
の
年

月
が
経
過
し
、
施
設
の
老

朽
化
が
進
ん
で
い
る
た
め
、

教
育
活
動
に
支
障
を
き
た

す
状
況
に
あ
る
。
こ
う
し

た
こ
と
か
ら
も
、
一
日
も

早
い
施
設
整
備
を
お
願
い

し
た
い
。
ま
た
、
改
築
計

画
に
つ
い
て
の
考
え
を
伺

う
。教育

長

　

小
学
校
の
屋
内
運
動
場

の
雨
漏
り
、
床
の
段
差
、

幼
稚
園
の
雨
漏
り
、
教
室

の
不
足
な
ど
詳
細
に
調
査

築後29年が経過した遙堪小学校

し
て
お
り
、
た
だ
ち
に
対

応
可
能
な
こ
と
か
ら
実
践

し
ま
す
。

　

今
年
度
の
校
舎
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
事
業
に
よ
り
、

児
童
用
ト
イ
レ
の
換
気
扇

の
設
置
、
二
階
の
教
室
へ

の
ス
ト
ー
ブ
設
置
、
六
年

生
教
室
の
室
内
機
の
取
り

換
え
、
屋
内
運
動
場
の
床

の
一
部
張
り
替
え
、
水
銀

灯
の
取
り
換
え
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。
今
後
の
予
定

と
し
て
は
、
今
議
会
の
補

正
予
算
で
一
億
二
千
九
百

十
万
円
を
計
上
し
、
屋
内

運
動
場
の
屋
根
の
全
面
改

修
を
進
め
ま
す
。
遙
堪
小

学
校
は
比
較
的
耐
震
度
が

あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
平

事
業
の
継
続
予
算
を
新
年

度
予
算
か
ら
除
き
修
正
す

る
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

市
長

　

こ
の
建
設
事
業
予
算

は
、
平
成
二
十
年
か
ら
二

十
二
年
ま
で
の
三
年
間
の

継
続
予
算
で
あ
り
ま
す
。

二
十
一
年
度
分
の
十
二
億

二
千
七
百
五
十
万
円
を
今

回
計
上
し
て
い
ま
す
。
一

部
を
切
り
離
す
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
、
パ
ッ
ケ
ー

ジ
と
し
て
、
収
支
予
算
の

中
に
計
上
し
て
あ
り
ま

す
。
執
行
の
時
期
を
延
ば

す
の
か
、
延
ば
さ
な
い
の

か
、
タ
イ
ミ
ン
グ
の
問
題

で
議
会
の
審
議
に
ゆ
だ
ね

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
阿
國
座
と
い
う
事

業
は
、
市
民
全
員
の
参
加

の
中
で
運
営
、
活
用
し
、

歌
舞
伎
も
、
と
き
に
は
招

い
て
や
る
事
業
で
す
。
実

績
も
で
き
、
完
成
し
て
い

ま
す
。
準
備
は
整
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
を
白
紙
見
直

し
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得

ま
せ
ん
。
取
り
下
げ
る
こ

と
は
難
し
い
と
思
い
ま

す
。
こ
こ
ま
で
来
た
も
の

は
、
予
算
と
し
て
の
事
業

費
は
こ
こ
ま
で
で
、
運
営

経
費
の
審
議
の
段
階
に

入
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
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一 般 質 問
　

日
本
の
医
療
制
度
は
大

き
く
揺
ら
い
で
い
る
。
総

務
省
の
示
す
公
立
病
院
改

革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
踏
ま

え
、
平
成
二
十
年
度
中
に

改
革
プ
ラ
ン
を
要
請
さ
れ

て
い
る
。
市
も
当
然
、
こ

の
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

検
討
し
た
建

設
で
あ
る
と
考

え
る
。
市
民
の

ニ
ー
ズ
と
、
信

頼
に
応
え
た
医

療
、
健
康
福
祉

拠
点
施
設
を
期

待
す
る
。
い
か

な
る
基
本
理

念
、
運
営
形
態
、

運
営
体
制
の
基

に
、
整
備
を
推

進
し
て
い
く
考

え
か
伺
う
。

　

次
に
、
予
防

は
治
療
に
勝
る

と
聞
く
。
市
の

保
健
予
防
活
動
・
健
康
管

理
活
動
へ
の
取
り
組
み
姿

勢
を
伺
う
。

市
長

　

厳
し
い
経
済
情
勢
や
、

少
子
高
齢
化
と
い
っ
た
時

代
背
景
が
あ
る
中
、
医

師
、
看
護
師
を
は
じ
め
と

長
岡　

幸
江

出
雲
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
お
よ
び

健
康
福
祉
拠
点
施
設
整
備
い
か
に

す
る
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
確

保
が
困
難
な
、
厳
し
い
病

院
経
営
環
境
に
対
応
す
べ

く
、
職
員
の
意
識
改
革
を

含
め
た
経
営
改
善
を
図
り

ま
す
。
施
設
整
備
が
完
了

す
る
平
成
二
十
四
年
四
月

に
向
け
、
望
ま
し
い
運
営

形
態
へ
の
移
行
を
準
備
し

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
総
合
医
療

セ
ン
タ
ー
と
併
設
し
て
稼

働
す
る
健
康
福
祉
拠
点
施

設
は
、
市
全
域
の
住
民
を

対
象
に
、
予
防
か
ら
医
療

福
祉
ま
で
一
環
し
た
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。
多

く
の
住
民
の
皆
さ
ま
に
喜

ん
で
い
た
だ
け
る
施
設
と

確
信
す
る
も
の
で
す
。

市立総合医療センター施設整備工事（建物配置）

板
倉　

一
郎

出
雲
阿
國
座
建
設
の
白
紙
撤
回
を

　

出
雲
阿
國
座
建
設
つ
い

て
、
次
の
点
を
伺
う
。

①
市
長
は
、
市
民
は
建
設

計
画
は
認
め
て
い
る
。
運

営
費
に
つ
い
て
理
解
を
得

て
い
な
い
と
発
言
し
て
い

る
が
、
私
は
、
市
民
は
、

建
設
・
運
営
両
方
反
対
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
市

長
の
言
う
世
論
は
、
ど
う

い
う
方
の
意
見
か
。

②
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

で
、
市
民
の
理
解
を
得
る

考
え
か
。

③
市
長
は
、
住
民
投
票
は

し
な
い
と
発
言
さ
れ
た
。

市
民
の
理
解
を
得
た
と
い

う
判
断
は
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

市
長

①
個
人
的
に
、
忠
告
を
い

た
だ
い
た
り
、
要
望
を
い

た
だ
い
た
り
す
る
向
き
が

多
く
な
り
ま
し
た
。

②
反
対
の
立
場
の
方
、
賛

同
す
る
方
々
、
外
部
の
専

門
家
を
招
き
勉
強
会
を
開

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

③
問
題
に
関
心
の
深
い

方
々
の
集
ま
り
の
中
で
話

し
合
い
、
そ
れ
を
公
開
し

是
非
を
問
う
形
で
考
え
て

い
ま
す
。

④
市
民
の
合
意
が
得
ら
れ

な
い
と
考
え
た
場
合
は
ど

う
す
る
の
か
。

⑤
新
議
会
に
十
分
な
検
討

時
間
を
与
え
る
た
め
予
算

　

阿
國
座
問
題
を
め
ぐ

り
、
市
長
に
一
言
申
し
あ

げ
る
。
阿
國
座
建
設
は
こ

の
際
、
先
送
り
で
は
な
く
、

一
旦
白
紙
と
す
べ
き
で
は

な
い
か
。
昨
年
の
十
二
月

議
会
で
結
論
を
急
い
だ
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
二
月
四

日
に
、
市
長
か
ら
突
然
入

札
延
期
の
表
明
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
理
由
と
し
て
、
世

論
が
厳
し
く
な
っ
た
と
の

こ
と
だ
が
、
今
に
始
ま
っ

た
こ
と
で
は
な
い
。
批
判

は
覚
悟
で
協
力
し
て
き
た

が
、
市
長
自
身
が
世
論
に

揺
ら
ぐ
よ
う
で
は
、
市
民
の

た
め
に
本
当
に
良
い
も
の
が

で
き
る
わ
け
が
な
い
。
こ
こ

で
一
度
白
紙
に
戻
す
べ
き
。

市
長

　

阿
國
座
に
つ
い
て
は
、

今
ま
で
挑
戦
し
て
き
た
こ

と
の
な
い
文
化
の
領
域
で

す
。
必
ず
文
化
が
人
を
呼

び
、
人
が
ま
た
文
化
を
つ

く
り
ま
す
。
出
雲
阿
国
と

い
う
中
世
日
本
が
生
ん

だ
、
出
雲
が
生
ん
だ
最
大

の
文
化
遺
産
。
こ
れ
こ
そ

新
し
い
出
雲
の
力
で
あ
る

と
、
厳
し
い
が
ゆ
え
に
元

気
を
出
そ
う
と
の
ア
ピ
ー

ル
で
す
。
経
済
が
厳
し
い

状
況
な
れ
ば
こ
そ
観
光
に

着
目
し
て
、
税
収
効
果
、

所
得
効
果
を
上
げ
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

今
の
出
雲
の
経
済
か
ら

し
て
、
こ
こ
で
賑
わ
い
と

所
得
の
効
果
を
上
げ
て
い

く
道
は
あ
り
ま
す
。
自
分

は
出
雲
を
良
く
し
た
い
熱

い
も
の
を
持
っ
て
い
ま

す
。
白
紙
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
て
、
よ
く
よ
く
議

論
し
て
、
理
解
を
得
ら
れ

る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

松
村　

豪
人

市
長
の
政
治
姿
勢
を
問
う

を
修
正
す
る
考
え
は
な
い

か
。市長

④
反
対
だ
け
れ
ど
、
や
む

を
得
な
い
と
い
う
と
こ
ろ

ま
で
行
き
着
く
と
、
私
は

信
じ
て
い
ま
す
。

⑤
継
続
費
と
い
う
の
は
、

計
上
し
て
お
く
の
が
、
継

続
費
の
性
格
、制
度
で
す
。

成
二
十
一
年
度
で
耐
震
診

断
を
実
施
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。
こ
の
結
果
を

踏
ま
え
、
市
内
の
教
育
施

設
の
建
設
年
度
、
老
朽
度

な
ど
を
総
合
的
に
考
慮
し

な
が
ら
、
整
合
を
図
っ
て

改
築
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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議長

○＝賛成、●＝反対、除斥＝議案と一定の利害関係を有する議員は、採決の際に退席することとなっています。

議案番号

議第８６号
議第８７号
議第８８号
議第８９号
議第９０号
議第９１号
議第９２号
議第９３号
議第９４号
議第９５号
議第９６号
議第９７号
議第９８号
議第９９号
議第１００号
議第１０１号
議第１０２号
議第１０３号
議第１０４号
議第１０５号
議第１０６号
議第１０７号
議第１０８号
議第１０９号
議第１１０号
議第１１１号
議第１１２号
議第１１３号
議第１１４号
議第１１５号
議第１１６号
議第１１７号
議第１１８号
議第１１９号

議第１２０号

議第１２１号
議第１２２号
議第１２３号
議第１２４号
議第１２５号
議第１２６号
議第１２７号
議第１２８号
議第１２９号
議第１３０号
議第１３１号
議第１３２号

議第１３３号

議第１３４号
議第１３５号
議第１３６号
議第１３７号
議第１３８号

採 決 の 結 果
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議案番号 審議結果 賛
成
反
対議 案 名

議第８６号
議第８７号
議第８８号
議第８９号
議第９０号
議第９１号
議第９２号
議第９３号
議第９４号
議第９５号
議第９６号
議第９７号
議第９８号
議第９９号
議第１００号
議第１０１号
議第１０２号
議第１０３号
議第１０４号
議第１０５号
議第１０６号
議第１０７号
議第１０８号
議第１０９号
議第１１０号
議第１１１号
議第１１２号
議第１１３号
議第１１４号
議第１１５号
議第１１６号
議第１１７号
議第１１８号
議第１１９号

議第１２０号

議第１２１号
議第１２２号
議第１２３号
議第１２４号
議第１２５号
議第１２６号
議第１２７号
議第１２８号
議第１２９号
議第１３０号
議第１３１号
議第１３２号

議第１３３号

議第１３４号
議第１３５号
議第１３６号
議第１３７号
議第１３８号

平成２０年度（2008）出雲市一般会計第７回補正予算
平成２０年度（2008）出雲市一般会計第８回補正予算
平成２０年度（2008）出雲市国民健康保険事業特別会計第２回補正予算
平成２０年度（2008）出雲市後期高齢者医療事業特別会計第２回補正予算
平成２０年度（2008）出雲市介護保険事業特別会計第２回補正予算
平成２０年度（2008）出雲市簡易水道事業特別会計第２回補正予算
平成２０年度（2008）出雲市下水道事業特別会計第３回補正予算
平成２０年度（2008）出雲市農業・漁業集落排水事業特別会計第２回補正予算
平成２０年度（2008）出雲市浄化槽設置事業特別会計第１回補正予算
平成２０年度（2008）出雲市風力発電事業特別会計第３回補正予算
平成２０年度（2008）出雲市ご縁ネット事業特別会計第１回補正予算
平成２０年度（2008）出雲市高野令一育英奨学事業特別会計第１回補正予算
平成２０年度（2008）出雲市病院事業会計第２回補正予算
平成２１年度（2009）出雲市一般会計予算
平成２１年度（2009）出雲市国民健康保険事業特別会計予算
平成２１年度（2009）出雲市国民健康保険橋波診療所事業特別会計予算
平成２１年度（2009）出雲市診療所事業特別会計予算
平成２１年度（2009）出雲市老人保健医療事業特別会計予算
平成２１年度（2009）出雲市後期高齢者医療事業特別会計予算
平成２１年度（2009）出雲市介護保険事業特別会計予算
平成２１年度（2009）出雲市簡易水道事業特別会計予算
平成２１年度（2009）出雲市下水道事業特別会計予算
平成２１年度（2009）出雲市農業・漁業集落排水事業特別会計予算
平成２１年度（2009）出雲市浄化槽設置事業特別会計予算
平成２１年度（2009）出雲市風力発電事業特別会計予算
平成２１年度（2009）出雲市ご縁ネット事業特別会計予算
平成２１年度（2009）出雲市企業用地造成事業特別会計予算
平成２１年度（2009）出雲市駐車場事業特別会計予算
平成２１年度（2009）出雲市住宅新築資金等貸付事業特別会計予算
平成２１年度（2009）出雲市高野令一育英奨学事業特別会計予算
平成２１年度（2009）出雲市廃棄物発電事業特別会計予算
平成２１年度（2009）出雲市水道事業会計予算
平成２１年度（2009）出雲市病院事業会計予算
出雲市個人情報保護条例の一部を改正する条例
出雲市一般職員の勤務時間、休暇等に関する条例及び出雲市一般職の職員の給与
に関する条例の一部を改正する条例
出雲市手数料条例の一部を改正する条例
出雲市国民健康保険条例の一部を改正する条例
出雲市介護保険条例の一部を改正する条例
出雲市移動通信用鉄塔施設設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例
出雲市児童クラブ条例の一部を改正する条例
出雲市乳幼児等医療費助成条例の一部を改正する条例
出雲市簡易水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例
出雲市ご縁広場の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例
出雲市みせん広場の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例
出雲市営住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例
出雲市特定環境保全公共下水道施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例
出雲市漁業集落排水施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例
出雲市公立学校教職員の服務の宣誓に関する条例及び出雲市公立学校教職員の職
務に専念する義務の特例に関する条例の一部を改正する条例
出雲市コミュニティセンターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例
出雲市病院事業の設置等に関する条例等の一部を改正する条例
出雲市山村住宅の設置及び管理に関する条例等の一部を改正する条例
公の施設の設置及び管理に関する条例の整備に関する条例
出雲市労働者福祉事業基金条例を廃止する条例

原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
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原案可決
原案可決
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原案可決
原案可決
原案可決
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原案可決
原案可決
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原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
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原案可決
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33
33
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28
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33
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33
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0
2
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2
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○＝賛成、●＝反対、除斥＝議案と一定の利害関係を有する議員は、採決の際に退席することとなっています。

議案番号
議第１３９号
議第１４０号
議第１４１号
議第１４２号
議第１４３号
議第１４４号
議第１４５号
議第１４６号
議第１４７号
議第１４８号
議第１４９号
議第１５０号
議第１５１号
議第１５２号
議第１５３号
議第１５４号
議第１５５号
議第１５６号
議第１５７号
議第１５８号
議第１５９号
議第１６０号
議第１６１号
議第１６２号
議第１６３号
議第１６４号
議第１６５号

議第１６６号

議第１６７号
議第１６８号
議第１６９号
議第１７０号
議第１７１号
意見書第７号
請願第１３号
請願第１４号

請願第１５号

陳情第１８号
陳情第１９号

陳情第２０号

陳情第２１号

陳情第２２号

陳情第２３号

陳情第２４号

請願第８号
陳情第10号

陳情第16号
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議案番号 審議結果 賛
成
反
対議 案 名

議第１３９号
議第１４０号
議第１４１号
議第１４２号
議第１４３号
議第１４４号
議第１４５号
議第１４６号
議第１４７号
議第１４８号
議第１４９号
議第１５０号
議第１５１号
議第１５２号
議第１５３号
議第１５４号
議第１５５号
議第１５６号
議第１５７号
議第１５８号
議第１５９号
議第１６０号
議第１６１号
議第１６２号
議第１６３号
議第１６４号
議第１６５号

議第１６６号

議第１６７号
議第１６８号
議第１６９号
議第１７０号
議第１７１号
意見書第７号
請願第１３号
請願第１４号

請願第１５号

陳情第１８号
陳情第１９号

陳情第２０号

陳情第２１号

陳情第２２号

陳情第２３号

陳情第２４号

請願第８号
陳情第10号

陳情第16号

「日本の心のふるさと出雲」応援基金条例
出雲市庁舎会議室の市民利用に関する条例
出雲市介護従事者処遇改善臨時特例基金条例
出雲弥生の森博物館の設置及び管理に関する条例
出雲市レジ袋削減の推進に関する条例
すぱーく出雲の設置及び管理に関する条例
出雲市神門通り交通広場の設置及び管理に関する条例
出雲地区ふるさと市町村圏協議会規約の変更について
出雲市・斐川町南神立橋区間管理協議会規約の変更について
出雲市及び斐川町斐伊川用水対策協議会規約の変更について
辺地に係る総合整備計画の策定及び変更について
公の施設の指定管理者の指定について（多伎文化伝習館）
公の施設の指定管理者の指定について（出雲市平田Ｂ＆Ｇ海洋センター、宍道湖公園湖遊館）
公の施設の指定管理者の指定について（平田体育館）
公の施設の指定管理者の指定について（平田スポーツ公園）
公の施設の指定管理者の指定について（平田愛宕山野球場、平田愛宕山プール）
公の施設の指定管理者の指定について（出雲市立木綿街道交流館）
公の施設の指定管理者の指定について（宍道湖市民農園）
公の施設の指定管理者の指定について（大社文化プレイスうらら館）
公の施設の指定管理者の指定について（大社健康スポーツ公園）
公の施設の指定管理者の指定について（湊原体験学習センター等）
公の施設の指定管理者の指定について（出雲市タラソテラピー（海洋療法）施設）
公の施設の指定管理者の指定について（出雲市いちじくの里）
公の施設の指定管理者の指定期間の変更について（出雲市里家センター）
土地の処分について（一級河川斐伊川改修工事用地）
出雲市公有林採石契約の締結について（株式会社共栄採石）
出雲市公有林採石契約の締結について（新宮採石有限会社）
工事請負契約の締結について（出雲市立総合医療センター及び（仮称）健康福祉拠点
施設建築工事のうち、（仮称）健康福祉拠点施設建築工事部分）
工事請負変更契約の締結について（出雲市新庁舎建築工事）
工事請負変更契約の締結について（出雲市新庁舎電気設備工事）
市道路線の廃止について
市道路線の認定について
平成２１年度（2009）出雲市一般会計予算第１回補正予算
公的保育制度の堅持・拡充と子育て支援予算の増額を求める意見書
脳脊髄液減少症に関する請願
公的保育制度の堅持・拡充と子育て支援予算の増額を求める請願（意見書提出）
後期高齢者医療制度の廃止法案の衆議院での審議入りを求める意見書採択を求める
請願
遙堪小学校・幼稚園改築の早期実現についての陳情
豪雪災害に係る緊急支援措置に関する陳情
議員関連企業は入札参加、物品納入、業務委託排除の議員政治倫理条例の制定を求
める陳情
クアハウス湖陵の存続についての陳情
政治倫理改革第２弾、自民党所属議員が立候補届け政党欄に無所属記載は主権者を
欺きかつ、経歴詐称に該当と推認される、所属政党の明記を求める陳情
明らかに公費無駄遣いの海外視察（１人４０万円助成）制度の廃止を求める陳情
市民サービスの公平を期し、遠隔地コミュニティセンターに専用室を設け印鑑証明書、住
民票、所得証明書の交付機能と福祉相談を兼ね備えた人員（１人）配置を求める陳情

神戸堰記念公園と記念館の設置を求める請願
使途基準外違法支出乱発政務調査費の廃止を求める陳情
物見遊山で名ばかり行政視察を廃止し、施策反映に不可避、必然的事態時のみ視察
実施制度に即時改革を求める陳情

原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決

原案可決

原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
採 択
採 択

不 採 択

趣旨採択
採 択

不 採 択

採 択

不 採 択

不 採 択

不 採 択

採 択
不 採 択

不 採 択

33
33
33
31
33
33
33
33
33
33
33
33
33
33
33
33
33
33
30
30
30
33
32
33
33
33
33

33

33
33
33
33
30
33
33
33

28

33
29

31

33

31

31

31

28
33

33

0
0
0
2
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

0

0
0
0
0
3
0
0
0

5

0
0

2

0

2

2

2

5
0

0

【継続審査中の請願・陳情】
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採 決 の 結 果



委
員
長

副
委
員
長

委　

員

委　

員

委　

員

委　

員

委　

員

委　

員

委　

員

委　

員

委　

員

委　

員

委　

員

委　

員

勝
部　

順
子

松
村　

豪
人

大
国　

陽
介

山
根　

貞
守

萬
代　

輝
正

板
倉　

一
郎　

石
川　

寿
樹

高
野　

成
俊

広
戸　

恭
一　

小
汀　

英
久

板
倉　

明
弘

杉
谷　

寿
之

宮
本　
　

享

今
岡　

一
朗

議会に関しての問い合わせは

〒693-8530　出雲市今市町70

電話（0853）21-6579　ファックス（0853）21-6251
出 雲 市 議 会 事 務 局

出雲市ホームページの中の をクリック
ホームページ　http://www.city.izumo.shimane.jp/

メー ル　gikai@city.izumo.shimane.jp
出雲市議会

員
委
報
広

　議会には、年４回（３月、６月、９月、１２月）開か
れる定例会と、必要に応じて開かれる臨時会が
あります。
　本会議は公開で行われるため、自由に傍聴で
きます。お気軽にお出かけください。

議会傍聴にいらっしゃいませんか

詳しくは議会事務局までお問い合わせください。

◆本会議の傍聴

　委員会は、原則公開で行っています。
　（ただし、委員長の判断により非公開とする
場合があります。）

◆委員会の傍聴

　出雲市議会では、これまで起立により表決を行っていましたが、新庁舎への移転に
伴い、押しボタン式投票システムを導入しました。
　本システムの導入により、議員が議席に設置された「賛成」または「反対」のボタン
を押して投票を行うと、その結果が議場の電子表示板に表示され、各議案に対する
議員の表決結果が明らかになります。表決結果は、いずも市議会だよりや議会のホー
ムページに掲載してお知らせしますので、ご覧ください。

押しボタン式投票システムを導入

１月　７日
１月　９日
１月１３日
１月１６日

１月２３日

１月２９日・３０日

２月　２日
２月　６日
２月１３日

２月１４日

２月１６日
２月１７日
２月２３日
２月２７日
３月　２日

３月　３日
３月　９日
３月１０日
３月１１日
３月１２日
３月１３日
３月１７日
３月２４日

議会運営委員会、広報委員会
理事会、議会運営委員会
広報委員会
環境経済委員会、観光・産業振興特別委員会合
同協議会、議会運営委員会
議会運営委員会、地域医療福祉協議会
全員協議会
〔津山市・出雲市・諫早市〕三市議会交流会議（諫
早市）
環境経済委員会協議会
文教厚生委員会協議会
全員協議会、環境経済委員会、観光・産業振興
特別委員会合同協議会
地域医療福祉協議会講演会

議会運営委員会
理事会
理事会、議会運営委員会、全員協議会
理事会
文教厚生委員会、総合医療センター対策特別委員
会合同協議会、環境経済委員会協議会
理事会
理事会
議会運営委員会
新内藤川・赤川対策協議会
交通対策特別委員会
理事会、全員協議会
広報委員会
広報委員会

議会活動（１月～３月に開催された会議）
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編
集
後
記

　

今
議
会
は
、
市
長
、
市

議
会
の
改
選
時
期
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
平
成

二
十
一
年
度
の
当
初
予
算

は
経
常
経
費
や
継
続
費
な

ど
の
骨
格
予
算
と
、
昨
今

の
地
域
経
済
が
疲
弊
し
て

い
る
こ
と
に
よ
り
、
二
月

の
臨
時
議
会
に
引
き
続
き

執
行
部
よ
り
上
程
さ
れ
た

地
域
経
済
対
策
予
算
案
な

ど
を
可
決
し
、
本
議
会
は

閉
会
し
ま
し
た
。

　

こ
の
議
会
を
終
え
た
こ

議会活動・編集後記

と
に
よ
り
、
合
併
後
四
年

間
の
市
議
会
の
任
期
も
終

わ
る
と
共
に
、
二
年
間
下

記
の
議
員
構
成
で
編
集
し

て
き
ま
し
た
議
会
だ
よ
り

も
、
新
た
な
議
会
に
引
き

継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
ご
覧
に

な
っ
て
い
た
だ
い
た
市
民

の
皆
さ
ま
に
感
謝
を
申
し

あ
げ
る
と
と
も
に
、
今
後

の
議
会
だ
よ
り
が
市
民
に

親
し
ま
れ
、
更
に
充
実
し

た
も
の
に
な
る
よ
う
願
っ

て
い
ま
す
。

〈
高
野　

成
俊　

記
〉




